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浅原寺跡は食敷市の郊外,福 山の中腹の俗塵をはなれた静閑なたたずまいの中

にあ ります。

か って平安時代には多くの僧坊をもった一大伽藍であった浅原寺も南北朝の戦

乱によって一山焼亡の厄に遭ってからは次第に衰え,江戸時代にはこの地に安養

寺が移築されることになります。しかしながら,現在安養寺に残る国指定重要文

化財の毘沙門天立像や吉祥天立像をはじめとする41界にもおよぶ仏像,あ るいは

阿弥陀堂西方の層塔の礎石などは浅原寺の往時の姿を偲ばせるに余 りがあります。

このたびの調査は,安養寺会館建設に伴う小規模なものでしたが,平安時代の

軒瓦を含む多数の瓦や礎石などが発見されました。

この報告書は,そ の成果をまとめたものです。本書が文化財の保護・保存さら

には学術研究のため広く活用いただければ幸いと存じます。

最後になりましたが,調査にあたり御協力いただいた関係各位に対し厚くお礼

申し上げる次第であります。

昭和 59年 3月

倉敷市教育委員会

教育長  三 島 一 夫



例

1.本報告書は,安養寺会館建設に伴う浅原寺跡の発掘調査の概要報告書である。

2.発掘調査は倉敷市教育委員会が行い,昭和55年 4月 7日 から4月 26日 まで実施した。

3。 現地での発掘調査は,倉敷市教育委員会文イヒ課職員脇本裕・福本明が担当し,小野一臣氏

の応援を得た。

4。 発掘期間中は安養寺住職小畑徹真氏をはじめ多くの方々にお世話になった。また工事を担

当した佛藤本工務店の方には調査当初から完了まで大変お世話になった。記して感謝の意

を表 します。

5。 この報告書の作成は倉敷市教育委員会が実施し,文イヒ課職員福本・鍵谷守秀が担当した。

6。 出土遺物の実測等は赤松伸咲氏の援助を得て,主に福本が行い,実測図の浄書 。遺物の写

真撮影は鍵谷が行 った。

7。 遺物の整理にあたっては,加計三千代氏 。堀美智子氏・高橋和美氏 。中務美智子氏の協力

を得,原稿の浄書等には守谷妙子氏 。大塚淳美氏にお世話になった。

8.本書の執筆は福本・鍵谷が分担し,第 1章第 1節 を鍵谷が,他を福本が担当し編集を行っ

た。

9。 本報告書に使用した方位は,いずれも磁北である。

10.本報告書に掲載した第 2図の浅原寺跡周辺遺跡分布図は建設省国土地理院発行の 25,000分

の 1地形図 (倉敷・箭田)を貼 り合わせて縮尺 したものである。

H。 本報告書作成にあたっては,倉敷考古館々長間壁忠彦氏,倉敷考古館学芸員間壁蒙子氏・

藤田憲司氏,奈良国立文イヒ財研究所上原真人氏,正岡睦夫氏をはじめとする岡山県教育委

員会文イヒ課の職員の方々の御教示を得た。記して感謝の意を表します。

12.発掘調査で出土した遺物及び実測図・写真等は,すべて倉敷市教育委員会文イヒ課分室に保

管している。
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第 1章 序

第 1節 遺跡の位置と歴史的環境

浅原寺跡は,岡 山県倉敷市浅原 1573番地に所在する。

岡山県三大河川の 1つ高梁川は,新見市の北端,千屋の花見山に源を発し,西川,成羽川な

どの支流を集めながら吉備高原を南流し,最後に小田川と合流して瀬戸内海へ注いでいる。

この小田サ||と 合流する地点の左岸には,標高 302″ の福山を筆頭とする山々が東西に連なって

いるが,現在,そ のほぼ中央を国道429号線が南北に貫通 しており,西側哺 山山塊と東側の江

田山山塊とにわかれている。本寺跡はこの福山の南山腹に存在する。地理的には,福山とその

東の軽部山とがつくる谷のほぼ中央付近に位置しているのだが,古 くからこの谷沿いに道がひ

らけており,安養寺のすぐ北には,福山合戦の時,足利直義がそこから福山城を攻めたという
(1)

浅原峠がある。
(2)

広義の岡山平野の西部に位置す

る倉敷市は,主に高梁川の沖積作

用と近世の干拓とによって,現在

の地形がほぼできあがった。した

がってそれ以前,ま だ高梁川の沖

積イヒが進んでいなかった頃,倉敷

市のほとんどはまだ海面下に没し

ており,わずかに小高い山や丘陵

のみが島となって浮かんでいたと

思われる。縄文時代の貝塚はこの

ような島や当時の海岸線付近につ

くられることが多いが,倉敷市に

おいても,磯の森貝
喬
,船元員
橋;

福田貝塚などそのほとんどが,そ
(5)

のような立地をもつ。また,浅原

寺跡がある福山の南のふもとにも

縄文時代中期を主とする西岡員塚
(6)
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第 1図  遺跡の位置
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1.酒津入会古墳群
2.酒津山相生坂古墳群
3.酒津八幡山々頂遺跡
4.酒津一水江遺跡
5.酒津貝塚
6.祐安古墳群
7.西岡廃寺
8.西岡貝塚
9.妙見谷池西遺跡
10。 菅生小学校裏山遺跡

11.浅 原寺跡

12.安養寺裏山経塚群
13。 原津古墳群

14.狸岩山古墳群
15.端生坂古墳群

16。 三田古墳群

17.三田廃寺

18.松 島城址

19.二子高鳥居山古墳群

20。 二子御堂奥古窯址群

21.御堂奥遺跡

22.二子古墳群

23。 二子堂屋敷

24。 日差廃寺

25。 日差山北遺跡

26.矢部大山谷古墳群

27.古地古墳群

28.王子古墳群

29.黒田古墳群

30。 大覚寺古墳群

31.峠古墳群    46.
32.堂屋敷古墳群  47.

33.万貫古墳群   48.
34.天神古墳群   49.
35.山 地古墳群   50.
36.鋳物師谷遺跡  51.

37.鋳物師谷古墳群 52.

38.殿山古墳群   53.
39。 宮山古墳群   54.
40。 下三輪古墳群  55。

41.船山古墳群   56.
42.岩屋古墳群   57.
43.持坂古墳群

44.西部古墳群

45。 地頭古墳群

津坂古墳群

岡谷古墳群

作山古墳

角力取山古墳

備中国分寺跡

宿寺山古墳

こうもり塚古墳

備中国分尼寺跡

平山古墳群

竜王古墳群

宿古墳群

原古墳群

第 2図  周辺の遺跡
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があり, このあたりまで海水の浸入があったことを物語っている。

縄文時代以降,中世に至るまで,当時の海岸線がそれほど変わっていないことは,現在の高

梁川河口付近の平野に遺跡がほとんど存在しないことからもわかるが,一方,古墳時代に入る

と,そ の海岸線に面した山裾や丘陵上に古墳が造 られ始める。

福山々塊南斜面及び酒津山を含めた地域では,今のところ確実に前期にさかのぼると思われ

る古墳は発見されておらず,ま た,中期古墳をみても,福山の最南端,西岡貝塚のすぐ西側の

尾根に位置する西岡古墳群がその可能性をもっ唯一のものである。

一方,福山山塊の北側,すなわら総社平野の南端にあたる清音村には,弥生時代末期から古

墳時代初めにかけての墳墓遺跡である宮山遺跡,鋳物師谷遺跡が存在し,ま た,そ の東の山手
(7)     (8)

村には,全長 120″ の前方後円墳,宿寺山古墳や一辺約 36物 の方墳,角 力取山古墳など,前半

期の古墳が存在する。

このような,両地域における古墳のあり方の違いは,お そらく,そ れぞれの集団が生産の基

盤 としていた沖積平野の違いに起因すると思われる。すなわち当時,高梁川の沖積イヒは,総社

の平野においてほぼ完了 していた ものの,倉敷では依然 として稲作農耕には適 した状態ではな

かったと考えるのである。 しか しなが ら,沖積イヒの遅れていた倉敷で も,高梁川の河口付近で

は,流れて きた土砂などにより微高地状のデルタが形成 されていたと思われ, こうした稲作に

適 した場所には,弥生時代中期か ら中世に至 るまでの遺跡である酒津一水江遺跡が存在するの
(9)

である。    .

古墳時代 も後期になると,福山山塊南側の山裾付近の丘陵には,祐安古墳群,原津古墳群 ,

三田古墳群などが,ま た,酒津山の尾根には,酒津―水江遺跡 との関係が深いと思われる,相

生坂古墳群,入会古墳群などいわゆる群集墳が多 く造 られるようになる。 しかし,酒津山に造

られた古墳群を除けば,一つの古墳群を構成する古墳の数は少なく, したが ってその密集度 も

低い。これは,当時 この地域では,依然 として広い沖積地を望めず,背後の山か ら流れ出る小

河川によって堆積 したごく限 られた狭い範囲にしか生活の基礎を置 くことができなか ったか ら

であろう。それに比べて,福山山塊の北側では,すでに述べたように,か な り広が っていたと

思われる沖積平野をバ ッタに,弥生時代後半か ら古墳時代前半には,すでに大 きな勢力が存在

していたが,次の古墳時代後期には,そ の総社平野を見おろす丘陵上におびただしい数の古墳

が造 られるようになる。これ らの古墳群は,その規模,密 集度共に南側の古墳群 をはるかに

上まわってお り,特に清音村 の北部,福 山の西 山裾にあたる三因の丘 陵上には 100基 あまり

が密集 し,俗に「 三因千塚」 と呼ばれている。
l10

これらの古墳は,直径 10解未満の小円墳がほとんどで,尾根筋に整然と並んで造 られている

ものが多く,そ の意味で,生産力の向上により台頭 してきた人々の家族墓的性格を持つものと

して理解できるが,そ の中で,狸岩山古墳群だけは,他の古墳群がほとんど山裾に造営されて
llll

いるのに対して,山頂付近に群集 している点,ま た, その中に積石塚が数基混在している点な
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どか ら他の古墳群 とはやや性格を異にしていると思われる。ただ発掘調査がなされてお らず ,

経塚である可能性 もある。

備中における古代寺院は,旧山陽道に沿 って集中する傾向があるが,福山,江田山山塊周辺
lla

にある備中国分寺,国分尼寺,矢部廃寺などもその 1つである。これらは奈良時代に属するも
llЭ

のだが, この付近でさらに古いと考えられているものに,自 鳳期の瓦を出土する日畑廃寺があ
llり

る。江田山々塊か ら東へ延びる王墓山丘陵の東裾に位置するこの寺跡は,倉敷ではもちろん ,
llD

岡山県下で も古い ものの 1つであるが, ここより南西へ約 2脇離れた二子の山裾で,同寺の瓦

を焼いたと思われる窯跡が発見 されている。
l10

平安時代の寺跡 としては, 日差山廃寺,三田廃寺,二子堂屋敷などがあるが,いずれ も発掘

調査がなされておらず詳 しいことはわからないが,採集された瓦から判断すれば,平安時代前

半のものであろう。

さて,浅原寺跡であるが,現在この地には真言宗安養寺が建っている。浅原寺と安養寺の関

係及びこの地に安養寺が建つに至った経過については,第 2節「浅原寺について」に詳しいが,

要約すれば,平安末から鎌倉にかけて栄えた浅原寺が寛文七年 (1667年 )に破却したあと,享

保二年 (1717年 ),この地に安養寺が移ってきたのであり, もともと安養寺は,数多くあった浅

原寺の増坊の 1つ ということになる。浅原寺及び安養寺の創建については明 らかではないが,

現在ある安養寺の裏山に所在する 3基の経塚の 1つから発見された瓦経に,「応徳三年春二月於
llつ

安養寺」という文字があり,少なくとも応徳三年 (1086年 )に は安養寺が存在していたことに

なり, したがって浅原寺 もその頃には存在していたであろう。

このように,福 山山塊と江田山山塊に,平安時代から鎌倉時代にかけて多 くの寺院が建てら

れており, しかも, それらは山の中腹や山上近くに立地するという,いわゆる山上伽藍の傾向

を示しているのである。

註 1.後に述ヽるように,浅原寺跡には現在安養寺が建っている。
註2『 太平記』巻第十六 。「備中福山合戦事」, 日本古典文学体系35 ・『 太平記二』
註& 池田次郎。鎌木義昌 「岡山県磯の森員塚発掘報告」『 吉備考古』81.82合併号1951年
註4 平田英文 「三備地方員塚集成概説」『 吉備考古』86号  1953年
註a 清野謙次『 日本原人の研究』岡書院 1925年
註a 註5と同じ
註7.高橋護「三輪山墳基群の調査から」『 岡山県総合文化センター館報』 Na 39 1963年
註& 小野―臣・間壁忠彦・間壁霞子「岡山県清音村鋳物師谷2号墳出土の土器」『 倉敷考古館研究集報』第13号
1977年

註9 間壁霞子 「酒津―水江遺跡」『 倉敷考古館研究集報』第8号  1973年
註10『 清音村誌』清音村誌編纂委員会 1980年
註H.尾崎菅生「都窪郡菅生村の経塚」『 吉備考古』10号  1931年
註 12間 壁菫子「官寺と私寺」『 古代の日本』4  角川書店 1970年
註 13.『 倉敷の古代』倉敷考古館 1972年
註 14間壁霞子「日畑赤井廃寺」『 王基山遺跡群』 倉敷市教育委員会 1974年
註 15.註 14と同じ

註 la葛原克人・池畑耕―「二子御堂奥古窯址群」『 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』第 2集  岡山県教育委員会
1974年

註 1■ 『安養寺瓦経の研究』安養寺瓦経の研究刊行委員会 1963年
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第 2節 浅 原 寺 に つ い て

浅原寺の歴史については,藤井駿氏の「倉敷の安養寺について」F岡山春秋68号 (1959年 )』

の中に詳しい。ここではこの文に沿 って浅原寺についての説明を加えたい。

現在,浅原寺跡の境内地には,真言宗の安養寺が建っている。安養寺には国指定重要文イヒ財

の毘沙門天立像 。吉祥天立像をはじめとして他に39界の毘沙門天が杷られており,12世紀頃の

造立といわれてし
13。
また安養寺の裏山には 3基からなる県指定史跡の安養寺経塚群があり,

国の重要文イヒ財に指定されている多数の瓦経が発見されている。このうち第 3経塚から出土 し

た瓦経の願文中には「応徳三年春二月於安養寺」という文字がしるされており,少なくとも応

徳三年 (1086年 )頃にはすでに安養寺という寺名が存していたことを示してし
1夕
°現在の安養

寺には,阿弥陀堂,本堂をはじめとして新たに建立なった宝塔,絵馬堂などがあるが,阿弥陀

堂の南西の山よりの一段高 くなった部分には,鎌倉から室町時代にかけてのものといわれる塔

跡の礎石群が残 っている。
(3)

ところで浅原寺 と安養寺 との関係については,幕末頃に編纂 された『 備中誌 』に「 享保二年

浅原寺滅跡へ安養寺を引移す とて諸堂を彼薔地へ遷せる時 毘沙門の側より古瓦一枚掘出す 其

文に日備中州朝原寺別営経覚阿遮梨執筆金剛佛子了専 と云」 とある。この「朝原寺」 とは「 浅

原寺」のことで, もともと安養寺は現存の場所にあったのではなく享保二年 (1717年 )に すで

に廃寺となっていた浅原寺跡へ移ってきたとされている。また同じく『 備中誌』に「今毘沙門

堂は享保二年安養寺今の地へ移せる時再建せり安養寺は浅原寺と別院なる事山号にても明か

也」とあって,安養寺は山号を「長源山」といい,浅原寺は「浅原山」といっていたようで,

現在の場所にはもと「浅原山浅原寺蓮墓院」があり,毘沙門天百八鉢を本尊としていたようで

ある。

要するに,いまの地にはかっては浅原寺蓮菫院という寺があって,それが次第に衰微して

享保二年 (1717年 )に その跡に安養寺という寺が移ってきたということになる。これが現在の

安養寺である。

さて,浅 (朝 )原寺が文献に現われる最初は,F源 平盛衰記巻七』の「大納言出来言」の条

である。それには「備中国安養寺に,調御房という僧を請して,備中国朝原寺にて出家受戒し

給ひけり。御布施には,六帖抄と云歌双紙をそ渡されける。」とある。治承元年 (1177年 )鹿 ケ

谷の謀議の露顕により,同年六月藤原成親は備前児島に流刑となり,間 もなく庭瀬の郷有木の

別所という山寺にうつされ,同年七月成親はここで殺される:成親はその死の直前の頃,すな

わち治承元年六月から七月の間に,備中の朝原寺に安養寺の調御房という僧を導師として出家

受戒したというのが前出の記事である。ここでも朝原寺と安養寺とは別の寺院として扱われて
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いる。

次に藤井氏は,鎌倉時代の史料として,F金 沢文庫古文書 』の中に朝原寺に関する 2つの記

事を発見されている。 1っは金沢文庫に襲蔵する「 愛染法密記 』の元弘二年 (1332年 )の写本

の識語の中のもので,「千時文永十一年軍
朋 甘七日香薩率時,於備中国朝原寺東容阿爾陀院書鴬

了,一校了,金剛佛子尊寛裏堅発永仁五年甚十二月十一日,於備申州朝原寺円満院,賜法印権大

僧都御本書写了,交合了,金剛佛子玄覚嚢 ＼」とあり, これを藤井氏は,「文永十
一年 (1274年)

に朝原寺の東谷の阿爾陀院の僧が筆写した『 愛染法密記』という本を,そ れから約20年を経て

永仁五年 (1297年)に朝原寺の円満院の僧が複写した」と解されている。また第 2の史料とし

て,F梵筐印』の元徳二年 (1330年 )の写本の識語の中の「干時永仁六年餞正月廿三日,於備

中州朝原寺安養寺東谷円満院,賜権大僧都法印大和尚位御本,令書写了」という記事をあげて

いる。これは「永仁六年 (1298年 )に朝原寺の中の安養寺の子院である円満院の僧が『梵筐印』

という経本を筆写した」ことを示している。

続いて F備中誌 』には建武三年 (1336年 )「大江田式部大輔氏経福山城に籠 りたるを足利直

義大軍を卒て攻之 氏経落去して播磨に奔る 此時浅原寺を始めとし福山寺の伽藍悉 く焼失し

て 只毘沙門堂一宇のみ残りしなり 是より再興昔の様にならね共 度々造立有」とあって,

南北朝の戦乱によって浅原寺も毘沙門堂一字を残してすべて焼失してしまったようである。

室町時代の史料 としては,F備中国惣社宮御造栄帳之事』という記録がある。その中に総社

宮の造営にともなう祭礼で,朝原寺は日間寺 。福山寺 。新山寺 。広谷寺などとともに舞楽を奏

したことが記されている。この時朝原寺から出演した「舞児」は「次郎丸」で,彼 は「朝原寺

蓮台院ノ弟子」とされている。

これによると,南北朝の戦乱で毘沙門堂のみを残して焼失してしまった浅原寺 も,室町時代

には稚児をもつ寺として存続していたことがわかる。

これ以降は,F備中誌』に大永二年 (1522年 )「上野四郎次郎又修造す 本堂四間四面也 皆

古材木を用ひて北に移す事十五間 今の堂の地也 即毘沙門天を此堂に安置す」とあって,さ

らに寛文七年 (1667年 )「浅原寺破却有」続いて享保二年 (1717年 )「其奮地へ安養寺を遷され祇

園社へわづか三石を附せられける」という記事がみられる。

平安時代末から鎌倉時代にかけて隆盛を誇 った浅原寺 も南北朝の戦乱によって儘灰に帰 して

からは,修復を重ねながらも, しだいに衰微 していったようで,寛文七年に破却されてからの

ち,享保二年にその地に安養寺が建てられることになるのである。

註1『 岡山県の文化財(1)』  岡山県教育委員会 1980年

註2 『安養寺瓦経の研究』 安養寺瓦経の研究刊行委員会 1963年

註 3 註 2と同じ
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第 2章 調 査 の 経 過

宗教法人安養寺は,近年参拝者の増加に伴い寺院の整備が進められているが,昭和53年の宝

塔の建立につづいて,今回庫裏の一部を改築 して安養寺会館を建築することになった。

当該地は「倉敷市文化財分布図」の 2-20「浅原寺跡」の境内地にあたるため,事前調査の

必要を認め,協議の結果,文化財の取 り扱いに関して宗教法人安養寺と倉敷市教育委員会の間

で覚書を取 り交わして文化財確認調査を行 うことになった。

調査は昭和55年 4月 7日 か ら4月 26日 まで実施した。調査区は安養寺の主要な伽藍が建つ東

西約 95%,南北約 43物 の中腹の平担地のほぼ中央にあたる。現在伽藍が建っている付近は,地形

図でみると (第 3図 ),寺の背後の山頂から南に向って派生する 2本の尾根にはさまれた格好で,

ちょうど谷筋にあたる位置にあり,現 在建物が建っている平担地は,東西の尾根を削って,

谷を埋めて造成 したことをうかがわせる。

この平担地には西から阿弥陀堂,本堂,庫裏が建ち並んでいるが, このうちの庫裏の東端に

あたる部分にっいて調査を行った。調査対象面積は約 70グ である。調査区のほぼ中央に現在使

第 3図 調査地周辺地形図

ロ

7347
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第 4図 発掘調査区位置図

われている排水溝が流れているため, この間を約 1物の土手として残し, これをはさんで西側

の調査区を西区,東側を東区と呼称したo西区は南北約 11.3解 ,東西約 3.3″ で,東区は南北約

11.4解 ,東西約 2.6解 を測る。

調査はまず西区から掘 り下げた。表土下約20磁で瓦溜 りに達 したため,瓦溜りを精査すると

ともに東区も同時に掘り下げた。しかし,東区では瓦片は出土するものの,瓦溜りの延長とし

てとらえられるようなものは検出されなかった。続いて,西区の瓦溜 りを取 りのぞくと石積の

壇状の遺構および礎石が検出された。ここでも東区では,近現代の乱掘拡のほかは遺構はみら

れなかった。遺構の実測,写真等が終った時点で,以下の土層の確認のため西区に 2本の トレ

ンチを設定するとともに,調 査区の東側のやや高 くな っている地点に 1ケ所 トレンチを設

けた。このうち西区のトレンチでは石積壇の直下に多 くの瓦を含む瓦堆積層が確認され,ま た

土層は東から西へ向ってかなりの傾斜をもって堆積していることが確認された。

MN
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第 3章 発掘調査の概要

節 検 出 遺 構

今回の調査は前述のように小規模なものであり,西区 。東区および東 トレンチあわせて発掘

面積は約 70″ にとどまった。このため,遺構の全体について把握できるようなものは検出でき

なかった。遺構は西区のみに集中してみられ,東区は近現代の乱掘拡のほかには遺構は検出さ

れなかった。検出された遺構としては,瓦溜 り,石積壇とこれに伴 うと思われる溝および敷石

遺構,礎石などがあげられる。

1.瓦溜り (図版 5)

西区の表土下約20硼 ,石積壇の東側に,東西約 1.7″ ,南北 7解以上にわたって帯状に広がる。

深さは石積壇の上面近 くまであり,石積壇の東にある礎石の上にも覆っており,厚 さは約 30働

を測る。西側の一部は後世の乱掘拡によって削られている。瓦溜りの中には少量の軒瓦 もみら

れるが多くは磨滅のはげしい小破片の瓦である。また土師質土器や備前焼, あるいは青磁とい

った土器片や鉄釘等の遺物 も多く含まれている。混入している土は暗黄褐色粘質土で炭が含ま

れている。これらの遺物はまとまって一時に廃棄されたものと思われる。

2.石積壇・溝 (第 5・ 6図 )

石積は東面を揃えて積まれ,西区の南端より北端まで続き, さらに北へ延びる。途中 2個の

後世の乱掘拡により分断されており,南端付近 も壊されている。調査区内での残存部分の延長

は6.9″ を測るが,東側に沿 う溝 と同様に調査区南端まで続いていたものと思われる。北部付近

では,花商岩llj石 を 2～ 4段比較的荒く積み上げており,高 さ約40物 を測る。上面は南へ向っ

てわずかに傾斜している。なお石積壇の方向は磁北よりやや西へふっている。

この石積壇の東側に沿って溝がはじる。石積壇と同様に途中乱掘拡により分断されるが,調

査区内で延長 11.0解 を測 り,溝の幅は北端の石積壇と敷石遣構との間で約 30翻 ,南部で約 50“

を測る。深さは15働～ 20御 で南へ向って傾斜する。なお,こ の溝は南端で東西方向にはじる幅

25"の溝に続 くものと思われる。この溝は調査区南端で一部しか検出していないが,割石で側

壁をつくり上に石をのせている部分がみられる。おそらくこの石積壇をめぐる溝の一部と考え

られる。

5。 敷石遺構 。円形土鉱 (第 5図 )

前述の石積壇およびそれをめぐる溝 と一連となる遺構である。西区の北端,石積壇から溝を

第
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はさんで約 30翻離れた位置にある。辺を

石積壇 とほぼ平行にした方形を呈 し,約

30“四方,厚 さ10"前後の花商岩の割石

を上面をそろえて敷いている。南辺で約

1.4笏を測 り,北側は調査区端か ら,さ ら

に北へ延びると思われるが,調査区内で

の東辺は約 1.4解 を測 る。

さらに敷石遺構の東に接 して,径約 1.2

解,深 さ約 50物のほぼ円形を呈する土拡

が掘 られている。土拡の底面には厚 さ約

1物の漆喰状の層がみ られる。前述の敷

石遺構の上面は西に向 ってゆるやかに傾

斜 して溝 につなが ってお り, これ とあわ

せて考えれば,円形土拡に水を溜めるな

どして,敷石の上で水を使 う作業を行 っ

たものと考えられる。なお,円形土鉱中

か らは桟瓦片が検出されている。

4. 礎石 (第 5図 )

石積壇の東に 2個 ,石積壇上に 1個み

られる。東側の礎石はやゃ大 きくほぼ南

北方向に並んでいる。この うちの南側の

礎石は花商岩製で,長方形をなし,93翻

×70",厚 さ40印 を■llる 。上面はほぼ水

平である。径約 1.5″ の掘 りかたには 10

～ 30"前後の 花商岩割石がつめられて い

る。なお, この礎石掘 りかたの西側は石

積壇東の溝によって切 られている。

北側の礎石は, 70勧 ×60",厚さ43"

の花聞岩で,ほ ぼ正方形に近い形である。

上面はほぼ水平をなす。径約 95物の掘 り

かた内には,南側の礎石 と同様に人頭大

の花商岩割石をつめるが,数は少ない。

これ ら2個の礎石は, それぞれのほぼ

中心の位置で礎石上面の高低差は約 1.8

[I])礎
石
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第 5図  西区遺構実測図
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第 6図 石積壇立面図
翻であり,心々の距離は約 3.8物 を測る。これらの礎石を同一の建物に使われたものとみた場

合, これらの心々をむすぶ線は,西側にある石積壇とは方向がずれており,別の遺構と考えら

れる。

石積壇上にある礎石は, 80"× 45物 の長方形で厚さは 15物 を測る。掘 り方埋土には割石を

つめている。石積壇束の礎石のうち南側のものとの心々距離は約 1.9″ で,上面の高低差は約 2

印であるが,礎石の大きさ,あ るいは位置などからこの礎石はむしろ石積壇に伴 うものと考え

られる。

5。 瓦堆積層

遺構 としてはとらえられなかったが,西区の西端付近で石積壇直下に,比較的残存状態のよ

い瓦が多 く堆積する層が確認された。瓦には軒瓦が多く含まれており,層はさらに調査区より

西へ延びると思われ,何 らかの遺構が伴 うことも考えられる。

第 2節 層 序

今回の調査では,礎石等の遺構が検出されたのち以下の層を確認するため トレンチ調査を行

った。 トレンチは調査区の西区内に,東西方向に 2ケ所掘開し,南側のものを南 トレンチ,北

側のそれを北 トレンチと呼称する。なお今回の調査区の東方にも層位確認のための トレンチを

設定 した。これを東 トレンチとする。以下それぞれの トレンチにおける層序について説明を加

える。

1。 南 トレンチ (第 7図 )

西区石積壇東にある 2個の礎石のうち南側の礎石にかかるよう東西方向に幅約 1解 ,長 さ約

3解 の トレンチを設定 した。

現地表は庫裏の床面にあたり,地表下約20翻 あたりまでは造成土である。この直下に瓦溜 り

がみられる。瓦溜 りは前に述べたように,礎石を覆うように一時に廃棄された状態で堆積して

いる。石積壇は南 トレンチ付近では花商岩割石を 3段に積み,瓦片を含む茶灰色土をうらごめ

に入れる。石積壇の東に接して溝がめぐるが,こ の溝は東にある礎石の掘 りかたの一部を切っ

ている。また石積壇の直下には暗灰褐色土中に多量の瓦片を含む瓦堆積層がみられ, この層 も

また石積壇と溝によって切 られている。したがって,礎石と瓦堆積層はいずれも石積壇よりは

先行することが知れるが,礎石と瓦堆積層の前後関係は層位からでは明確でない。瓦堆積層か
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1瓦溜り(暗黄掲色粘質土層 )
2黄灰色土層
3茶灰色土層
4暗茶灰色土層
5黄掲色土層
6瓦堆積層(暗灰掲色土層 )
7灰掲色土層
8責掲色土層
9責灰色土層
10責褐色土層
|1茶灰色土層
12責茶灰色土層
13責褐色粘質土層
14暗費掲色粘質土層
15黄灰色粘質土層
16黄茶灰色粘質土層
17茶灰色粘土層
18暗青灰色粘土層
19茶灰色粘質土層
20青灰色粘土層
21地山層(青黄掲色角礫層 )

第 7図 南 トレンチ南壁断面図

ら以下の層については,黄褐色を呈する層がいずれも東から西に向ってかなりの傾斜をもって

堆積している。これらの層から最深部の青灰色粘土層にいたるまでの間には遺物はほとんど含

まれていない。地表下約 2.3解 からはじまる青灰色粘土層からは,いわゆる黒色土器を含む土師

質の土器片や凸面に荒い縄目叩きをもつ平瓦片が検出されている。これらの層は調査区北西か

ら南に向って開く自然谷の堆積土の一部と考えられ平安後期以降にしだいに埋められていった

ものと思われる。南 トレンチでは,西半で深さ3.1笏 まで掘 り下げたが,そ れ以下は崩壊の危険

があるので作業を中止した。したがって明確な地山のラインは検出し得なかったが, トレンチ

東端で,の ちに述べる東 トレンチで確認された地山である黄褐色角礫層に相当すると思われる

青黄褐色角礫層が西に向ってかなり傾斜した形でわずかに確認されている。

2.北 トレンチ (第 8図 )

西区の北側の礎石にかかるよう東西方向に幅約 60",長 さ3.5物 の トレンチを設定 した。層

序については,南 トレンチとほぼ同様の状況であるが,水の影響で全体に青灰色を呈している

部分が多い。表土下約 15働 で瓦溜りに達する。北 トレンチ付近では礎石と石積壇の間に厚さ約

30印 にわたって堆積している。南 トレンチと同様に石積壇とそれに伴う溝は瓦堆積層を切って

つくられている。礎石は石積壇より約 1.3物 はなれた位置にあり,掘 りかたは瓦溜り下面から切

り込まれている。以下の層についても,南 トレンチと同様に,東から西に向って傾斜する青み
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第 8図 北 トレンチ南壁断面図

がかった黄褐色土が堆積している。これらの層の中には遺物はほとんど含まれていない。また,

南 トレンチでわずかにみられた地山層は,北 トレンチでは,青灰色角礫層 としてとらえられ,

東からゆるやかに傾斜し, トレンチ中央付近で急角度で西に向って落ちている。なお,北 トレ

ンチは,崩壊の危険があるため地表下約 1.9″ までで掘 り下げを中止した。

3。 東 トレンチ (第 9図 )

今回の調査区から東へ約 4.5解 はなれた地点に2″×1.5%の トレンチを設定し,層序の観察を

行った。 トレンチ付近は,西区の地表より約 70"程 高くなっている。約 10"の 表土層の下は

厚さ約40物 の黄褐色粘質土が続き,中に瓦片が含まれている。これから下の層はおおむね水平

で地表下 1.2″ まではほとんど遺

物を含まない層が続 く。しかし

地山直上の灰褐色粘土層からは

比較的多 くの瓦片が検出された。

地山は黄褐色の角礫層で,わず

かに東が低 くなっている。地山

の高さは,南 トレンチの地山面

より約90働 ,北 トレンチのそれ

より約40働高 くなっている。

93.00m

1表土層

2黄褐色粘質土層

3黄掲色粘土層    |
4晴責褐色粘質土層  |
5掲色粘土層

6責掲色粘土層
    i

0              1m

第 9図 東 トレンチ北壁断面図

:発f:鷺 角礫
■
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第 3節 出 土 遺 物

今回の調査において発見された遺物としては,瓦が大部分を占め,遺物整理箱約 70箱を数え

る。瓦には,軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦 。平瓦 。鬼瓦・雁振瓦がある。

瓦のほかに,土器類としては,土師質の椀・小皿が多く,須恵質土器,備前焼,近世陶器等

もある。また鉄釘 もみられる。出土遺物のほとんどは,西区から出土しており,おおむね,瓦

溜り,瓦堆積層,及び南 トレンチ下層に分けることができる。

I瓦  類

1)軒丸瓦類 (第 10図～第 H図 ,図版 13)

軒丸瓦は,併せて 12種 , 13点 出土している。このうち,瓦当面が完全なものが 2点 ある。い

ずれも西区の瓦溜 り及び瓦堆積層中から検出されたものである。細部の計■ll値等については第

1表を参照していただきたい。

1.宝相華文軒丸瓦 (第 10図 1)

中央に花文をおき,その周辺に中に向って四葉から成る宝相華を配する。弁下端は界線状を

呈し,楕円形の珠文を密に配する。瓦当外周・瓦当裏は,ナ デによって整形する。胎土は精良

で,焼成はやや堅緻である。色調は淡灰色を呈す。造 りは接合式で瓦当側は荒く指ナデが施さ

れている。

同様の文様で中央に大粒の蓮子を 1個配する瓦が同じく浅原寺跡から出土している(第 28図 1ゝ
(1)

2.単弁十二葉蓮華文軒丸瓦 (第 10図 2)

瓦当面完形品。花弁は十二葉であるが,そ のうち六葉はや 小ゝ型で大小の弁を交互に配し,

のぞき花弁風につくられ,弁の重なりあった状態をあらわす。中房との境には界線がめぐり,

その中で一段盛 りあがった中房を形成している。蓮子は 1+7で ,中房の外周に接して並んで

いる。弁端がややまるみをもった一種の剣頭文風の花弁をもち,先端は界線に接している。そ

の外側に22個の珠文がならぶ。瓦当は比較的うすい。筒部は欠落しているが,瓦当の上端に接

合されており,接合面には箆状工具によるくばみがつくられている。瓦当外周及び瓦当裏は

ナデによる整形。胎土には自色砂粒を含み,焼成は堅緻。淡灰色の色調を呈する。

3.単弁四葉蓮華文軒丸瓦 (第 10図 3)

瓦当面完形品。大形の花弁の間に大きくのぞき花弁が配されており,その外側に界線・珠文

帯で瓦当文様を構成する。大きな弁子のまわりを,一重の断面三角形を呈すシャープな輪郭線

で囲んで花弁を形成しており,中央に大粒の蓮子を一つおく。のぞき花弁には弁子をもたない。

珠文は大粒で,楕円形を呈し,蓮子・弁子とともに隆起 も高い。瓦当外周・瓦当裏はナデによ

る整形。瓦当と筒部との接合面には,筒部凸面凹面とも粘土があてがわれ,荒 い指ナデ痕がみ
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第 11図  軒 丸 瓦 (2)

られる。筒部には焼成後に両面か ら穿かれた釘孔が 2ケ所ある。筒部凸面は縦方向の箆削 りの

のち荒いナデを施す。凸面にはこまかい布目痕がみ られるが,内周の 3分の 2で布目が切れて

いる。胎土にはこまかい砂粒を多 く含む。焼成は堅緻。色調は暗灰色を呈 している。

4。 単弁四葉蓮華文軒丸瓦 (第 10図 4)

周縁 と内区の一部が残る小片である。瓦箔のズレのため文様がわか りにくいが, これと同文

の ものが浅原寺跡で発見 されているので,そ れによって文様の構成をうかが うことができる。
(2)

花弁は四葉で,弁端の尖った一種の剣頭文状を呈し,弁の先端をむすぶように,大型で肉厚の

舟形状の隆起がみられる。やや幅広の界線をはさんで大型の珠文が密にならぶ。瓦当外周およ

び瓦当裏はナデによる整形。胎土は精良であるが,焼成は軟質である。色調は暗灰褐色を呈す。

5。 単弁四葉蓮華文軒丸瓦 (第 10図 5)

やや小型の軒丸瓦である。先の尖った一種の宝相華風の花弁を割菱状に四葉ならべ,中央に

蓮子を1つおく。花弁の先端に接して界線がめぐる。各弁と界線のあいだには舟形状に突線が

めぐる。花文の表出はあさく,平面的である。軒丸瓦 4と類似した文様構成をもつが,珠文は

みられない。瓦当外周および瓦当裏は指頭によるナデ整形である。胎土は精良な粘土。焼成は

堅緻。色調は暗灰色を呈す。

6. 唐草文軒丸瓦 (第 10図 6)

外区と周縁の一部が残るのみの小片であるため委細は不明である。外区には, 2本の圏線内

に左まわりの唐草文を配する。内にみられる圏線様のものは,あ るいは巴文の一部かもしれな
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い。瓦当面には木目痕が認められる。瓦当上面は縦方面の箆削りを施す。胎土は砂粒を含む。

焼成は堅緻,色調は暗灰色である。

Z 三巴文軒丸瓦 (第 10図 7)

扁平な右巻きの三巴文である。巴の頭部はやや尖 り気味である。巴の末尾は相互に連なり界

線を構成する。珠文は比較的小粒で密に配し,珠文帯の外側に圏線がめぐる。瓦当裏および瓦

当外周はナデによる整形。筒部上面は縦方向の箆削 りを施す。胎土には砂粒を多く含み,焼成

は堅緻。色調は暗灰色を呈す。

8。 三巴文軒丸瓦 (第 10図 8)

やや大型の右巻き巴文軒丸瓦である。破片のため巴頭部は不明であるが,長 く尾をひき肉厚

である。尾の末端は界線には接していない。外区には小粒の珠文を粗に配する。周縁は比較的

幅が広い。瓦当外周と瓦当裏はナデによる整形。胎土には砂粒を多く含み,焼成はや 軟ゝ質で

ある。淡灰色の色調を呈す。

9 三巴文軒丸瓦 (第 H図 9)

内区には,右巻きの三巴文を配する。巴の頭部は比較的小さく,やや尖 りぎみである。尾の

末端はすらりと長 くのびるが,界線には接しない。外区には,や や大粒の珠文を配し, その外

側にはさらに圏線がめぐる。瓦当外周および瓦当裏はナデ整形を施す。胎土は精良で,焼成 も

堅緻である。色調は暗灰色を呈す。

10。  三巴文軒丸瓦 (第 11図 10)

肉厚で全体にやや幅広の右巻き三巴文を配する。巴の頭部はやや大きく,先端は尖 っている。

番

　

号
名 称 出 土 地 点
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径

区内 外 区

胎土 焼成 色  調
固

本

敗

備
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中
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径

蓮
子
数

弁
区
径

弁

　

幅

弁

　

数

外
区
広

内  縁 外 縁

幅 文 様 幅 一局 文様

宝 相 華 文 軒 丸 瓦

単弁十二葉蓮華文軒丸瓦

単 弁 四葉 蓮華 文軒 丸瓦

単 弁 四葉 蓮華文軒 丸瓦

単弁 四葉 蓮華 文軒 丸瓦

唐 草 文 軒 丸 瓦

三 巴 文 軒 丸 瓦

三 巴 文 軒 丸 瓦

三 巴 文 軒 丸 瓦

三 巴 文 軒 丸 瓦

三 巴 文 軒 丸 瓦

三 巴 文 軒 丸 瓦

西区瓦堆積層

西区瓦堆積層

西区瓦堆積層

西    区
石 積 壇 埋 土

西    区
石 積 壇 埋 土

西区瓦 溜 り

西区瓦 溜 り

西区瓦堆積層

西区瓦堆積層

西区瓦推積層

西    区
石 積 壇 埋 土

東区黄褐色土
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140
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045)
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42

13

7

＋

　

１

　

　

　

１
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4

4
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巴

巴

巴

巴

巴

巴

〓
一　

〓
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〓
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〓
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〓
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26
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13

11

17
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4

21

17

13

19

12

17

24

(S40)

S22

S13

(S28)

な し

唐草文

S28

(S20)

(S20)

(S20)

(S17)

(S16)

10

6

5

6

6

8

9

10

10

15

11

9

素文

素文

素文

素文

素文

素文

素文

素文

素文

素文

素文

素文

精良

砂粒

砂粒

精良

精良

砂粒

砂粒

砂粒

精良

細砂

砂粒

精良

緻

ゝ
質

緻

質

緻

緻

堅

や
軟

堅

軟

堅

堅

や ゝ
堅緻

堅緻

堅緻

軟質

堅緻

淡灰色

淡灰色

暗灰色

暗 灰
褐 色
暗灰色

暗灰色

暗灰色

淡灰色

暗灰色

黒灰色

暗灰色

淡灰色

( )内 は推定数値, Sは 珠文,数値単位 は脇

第 1表 出土軒丸瓦一覧表
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尾の末端は界線に接 し,そ の外側にやや小粒の珠文が配 されている。周縁は高 くやや幅広であ

る。瓦当裏および外周はナデによる整形。胎土には細砂を多 く含み,焼成は軟質である。色調

は黒灰色を呈する。

11.三巴文軒丸瓦 (第 H図 11)

右巻 きの三巴文で,巴の頭部は丸みを もち肉厚である。尾は長 くのびるが,相互に接するこ

とはな く,界線 もみ られない。外区にはやや大粒の珠文を配 し,そ の外側には圏線をめぐらす。

瓦当面には箔の本目痕がみ られる。筒部上端は縦方向の箆削 りを施す。胎土は砂粒を多く含み,

全体につ くりは粗い。焼成は堅緻,色調は暗灰色である。

12.三巴文軒丸瓦 (第 11図 12)

右巻 きの三巴文であるが,巴は全体に小 さい。巴頭部は丸みをもち,み じかめの尾に くらべ

て頭部は大 きい。界線の外側には大粒の珠文を配 し, さらに外側に圏線をめぐらす。筒部上面

は縦方向の箆削 りを施す。瓦当裏はナデ整形。胎土は精良で,焼成は堅緻。淡灰色を呈す。

2)軒平瓦類 (第 12図～第 14図 ,図版 14,15)

軒平瓦は併せて 18種 31点検出されている。瓦当面が完存 しているものが 4点 み られ, この う

ち 1点は平瓦部まではぼ完存 してお り,釘穴に釘が残 ったまま検出されている。ほとんどは西

区の瓦溜 り及び瓦堆積層中か ら出土 した ものである。細部の計測値については第 2表 を参照願

いたい。

1。 均整唐草文軒平瓦 (第 12図 1)

瓦当面および平瓦部がほぼ完存 している。双脚状の唐草を付 した花文を中心飾 りにおき,左

右に 3転 する唐草を配する。顎は段顎で瓦当外周か ら瓦当裏および平瓦部凸面にかけてはナデ

による整形を施す。平瓦部凹面は布目痕がみ られ瓦当際まで続 く。また平瓦部には焼成後に穿

たれた釘子Lがあり釘の下半がそのまま残 っている。胎土には砂粒を多 く含む。焼成はすこぶる

堅緻で瓦当面の一部には自然釉がみ られる。色調は全体に暗灰色を呈する。

2.宝相華唐草文軒平瓦 (第 12図 2)

半載花文を中心飾 りにおき,左右に 2転半する巻 きの強い唐草を配する。顎は段顎で,瓦当

外周下部か ら瓦当裏にかけてはナデによる整形。平瓦部凸面は板状の ものによる叩 き日かと思

われる痕跡がみとめられ, さらにナデにより整形 されている。凹面には瓦当面際まで布目痕が

続 く。顎部には部分的にベンガラらしい赤色の付着物がみ られる。胎土は精良で,焼成はやや

堅緻。色調は暗灰色を呈する。今回の調査区か らは 4点出土 している。いずれ も同箔と思われ

る。

3.宝相華唐草文軒平瓦 (第 12図 3)

軒平瓦 2と 全 く同文であるが, 2の箔型の両端を切 り落 としたものを箔にしている。唐草文

は,中心飾 りの半載花文か ら左右に 2転 したところで終 る。整形 も2と 同様であるが,平瓦部

凸面は板状工具により荒 く削 られている。凸面には,細 かい布目が瓦当面際まで続 く。胎土は
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砂粒を含むが比較的精良であり,焼成は堅緻である。色調は赤褐色である。

4。 唐草文軒平瓦 (第 12図 4)

瓦当部左端の顎部のみの小片である。 平瓦の凸面側に別の粘土を盛って瓦当部を成形 した

ものと思われ,粘土を盛 った顎部のみが剥落 したものであろう。軒平瓦 2・ 3と類似するモチー

フをもつが,唐草の巻きの方向が異なる。胎土には粗い砂粒を多く含む。焼成はすこぶる堅緻

である。全体に灰褐色を呈する。

5.均整唐草文軒平瓦 (第 12図 5)

文様区中心部上端か、ら下に向って巻きの強い唐草文が左右に分かれる。それぞれ 2転 しなが

ら,蔦状に延びた主茎の先端は 3本の蕨手に分岐する。箔の押 しつけはきわめて浅 くなってお

り,ま た瓦当面の曲線と箔の曲線とは一致 していない。このため瓦当中央上端では周縁がきわ

めて広くなっており,段状に箔の痕が残っている。また下端右側では周縁が非常にせまくなっ

ている。瓦当面にはわずかに籠の本目痕がみられる。平瓦部凹面は瓦当面際まで布目痕を残し,

凸面はやや大型の格子目叩きを施す。やや丸みをもった段顎で,瓦当下端から顎部にかけては

ナデによる整形,胎土は精良であり,焼成はやや堅緻である。色調は灰色を呈す。

6。 宝相華文軒平瓦 (第 12図 6)

瓦当面下半の一部のみが残る小片であり,文様構成がはっきりしないが, これと同文と思わ

れるものが浅原寺跡から出土している。それによってみると,半載の宝相華文をおそらく3個 ,

(3)

上下に交互に配した文様構成をもつものと思われる。下部には太い界線をつくり,や 大ゝ型の

珠文を配している。瓦当外周下面及び裏面はナデによる整形。胎土は精良であるが,焼成は軟

質である。色調は暗灰褐色を呈する。

ス 宝相華唐草文軒平瓦 (第 13図 7)

半載花文を中心飾 りとし,現存する左半部では,各 々分離した巻きの強い唐草が 2転 し,さ

らに先が 2つに分かれる枝葉がのびる。瓦当外周下面および瓦当裏は横方向の箆削りを施す。

平瓦部凹面には瓦当際まで布目痕が残る。胎土には砂粒を多 く含み,焼成は堅緻である。全体

に淡灰色を呈する。

8.宝相華唐草文軒平瓦 (第 13図 8)

アと全 く同じ文様構成をもつ。半数花文を中心飾 りとし,巻 きの強い唐草を 2転 させ, さら

に枝葉がのびるが,主茎はアのように分離しない。瓦当外周下面と裏は横方向の箆削り。布目

は瓦当際まで続 く。焼成は堅緻で,胎土には砂粒を含む。色調は暗灰色を呈す。

9 宝相華唐草文軒平瓦 (第 13図 9)

やや硬イヒした半載花文を中心飾 りとし,巻 きの強い唐草文を 3転 し,主茎の先端には,先が

3つ に分かれる枝葉を配する。瓦当外周下面および顎部には強いナデ整形を施す。平瓦部凹面

に布目痕がみられ,瓦当際まで続く。平瓦部凸面はナデによる整形。胎土は砂粒を含み粗 く,

焼成は軟質である。色調は全体に茶褐色を呈す。

-20-



0                          20cm

第 13図  軒 平 瓦 (2)

-21-



10.宝相華唐草文軒平瓦 (第 13図 10)

半載花文を中心飾 りとし,やや太めの唐草文を左右に 3転する。主茎の先にはさらに枝葉が

のびる。瓦当外周下面と瓦当裏はナデによる整形。平瓦部凸面は板状工具による削りののちナ

デ整形を施す。平瓦部凹面には細かい布目痕が瓦当際まで残る。また平瓦部に焼成後に穿たれ

た釘穴がみられる。胎土には砂粒を多く含み,焼成は軟質で,色調は黄灰色である。今回の調

査区からは, 4点出土している。

11.唐草文軒平瓦 (第 13図 11)

現存する左半部では左方に向けて巻きの強い主葉を 3転 させ, さらに枝葉がのびている。お

そらく軒平瓦 10と 同様の文様構成をもつもので中心飾 りには半載花文をおくものと思われる。

平瓦部凹面には布目痕がみられ瓦当際まで続 く。凸面には同心円叩きと思われる痕がみられる

がナデて消されている。瓦当外周下面および裏はナデによる整形。胎土には砂粒を含み,焼成

はや 堅ゝ緻。色調は暗灰色である。

12。 均整唐草文軒平瓦 (第 13図 12)

瓦当中央にうつぶせの C字状の中心飾 りを配 し,左右に唐草文が 3転する。下部に界線をは

さんで,比較的大粒の珠文が密に配される。瓦当面には箔の本目痕が残る。瓦当外周下面から

顎にかけてはナデによる整形を施す。平瓦部凸面は板状のものと思われる叩きがみられ,てい

ねいにナデが施される。また凸面の一部に布目痕がみられる。凹面は布目痕がみられるが,瓦

当面から約 8働のところまで指頭によるていねいなナデが施されている。胎土は精良で,焼成

は堅緻。色調は暗灰色を呈す。全体につくりはていねいである。今回の調査区からは 5点出土

しており,同文で箔の異なるものが 1点みられる。いずれも西区瓦堆積層から出土したもので

ある。また凹面に,瓦 当面を下にして瓦のほぼ中央に F大 』ないし『 天』銘を箆で描いている

ものが 1点ある。

13.唐草文軒平瓦 (第 13図 13)

中央に珠文を 1つおき,左右に中央に向った退イヒした唐草を配する。さらに外側にはそれぞ

れ 3個の大型の珠文がならぶ。瓦当面の大きさと箔の大きさが異なるため,周縁幅は一定せず

左端では周縁はなくなっている。瓦当外周下端は横方向の箆削り。瓦当裏は縦方向の指おさえ

による整形がなされており凹凸が目立つ。平瓦部凸面は小型の格子目叩きが施される。凹面に

は布目痕がみられ,瓦 当際まで続 く。胎土は砂粒を含み,焼成はやや堅緻である。色調は淡灰

色を呈する。全体につくりは荒く,小ぶりの瓦である。

14.唐草文軒平瓦 (第 14図 14)

瓦当右端部の破片。右に向って屈曲する茎から先が 2つに分かれた枝葉が配されるも外には

界線がめぐり,周縁の幅は広い。瓦当外周下端および瓦当裏はナデを施す。平瓦部凸面は板状

工具による削り。凹面は瓦当際まで布目痕がみられるが,上からナデが施されている。胎土は

精良。焼成はやや堅緻で,全体に暗灰色を呈す。
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軒 平 瓦 (3)

15。 唐草文軒平瓦 (第 14図 15)

現存する部分では右に向って弛緩した唐草が 4転 している。唐草に接して界線がめぐる。周

縁の幅は広い。瓦当下面と瓦当裏はナデによる整形。平瓦部凸面は板状工具により縦方向に削

られている。凹面は布目痕が瓦当際まで続き,一部ナデにより消されている。胎土には砂粒を

含む。焼成はやや堅緻。色調は暗灰色を呈する。

16.唐草文軒平瓦 (第 14図 16)

瓦当の中心付近から左半分の破片。左に向って退イヒした唐草が 4転する。おそらく均整唐草

文になるものと思われる。外側には界線がめぐり,周縁の幅は広い。瓦当外周下面および瓦当

裏はナデによる整形。平瓦部凸面は板状工具による縦方向の削り。凹面は瓦当際まで布目痕が

残されるが,上から縦方向のナデによって消されている。胎土は精良で,焼成はやや堅緻。色

調は暗灰色である。

lZ 唐草文軒平瓦 (第 14図 17)

瓦当の中央付近の破片である。浅原寺跡から出土している同文の瓦によってみてみる
ぁ
,菊

花状の中心飾 りを上下にややず らし,重ねるように 2つ 並べ, そこか ら退イヒした唐草が左に

5転,右に 4転する。内区の文様に接して界線がめぐり,周縁の幅はかなり広い。瓦当外周下

面および瓦当裏はナデによる整形を施す。瓦当上面には布目痕が先端まで残る。胎土は精良で

焼成は堅緻,色調は淡灰色である。

18。 連珠文軒平瓦 (第 14図 18)

右端部の破片である。やや大粒の珠文が並び,上下に界線をおく。界線は右端で周縁にあたっ

ている。瓦当下面と瓦当裏はナデによる整形。平瓦部凸面は板状工具により削られている。凹

面は瓦当端まで布目痕が残る6胎土には砂粒を含み,焼成はやや堅緻,色調は灰色を呈す:

第 14図
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3)丸瓦 (第 15図・第 16図 )

今回の調査で出土した丸瓦には,玉縁のつくものと玉縁のつかないいわゆる行基葺の丸瓦が

みられる。この 2種は西区瓦溜り,瓦堆積層のいずれからも検出された。

玉縁付丸瓦 (第 15図 )

1は下半が欠落するが玉縁の長いもので,玉縁長 7.5物 を測る。玉縁は横方向のナデで仕上げ

られている。凸面は玉縁に近い部分を横方向のナデ,以下は縦方向のナデで仕上げる。凹面に

は玉縁端から約 3“のところに幅 5励,深 さ 3物の凹線状の凹みがあり, これから上部は横方

向の箆削りを施 し;下部には糸切り痕の上に布目痕がみられる。胎土は精良で,焼成はや 軟ゝ

質である。全体に淡灰色を呈している。 2は全長が知 り得るもので,全長 35翻,玉縁長は5.8

印を測る。凸面は縦方向の縄目叩きののちナデ,玉縁部は横方向のナデを施す。凹面は布目痕

が残るが,下端および側縁は箆により大 きく面取 りがなされ,玉縁部 も箆削りにより調整され

ている。砂粒を多く含み焼成は良好で淡灰色を呈している。 3は玉縁部付近の小片であるが,

玉縁部はゆるやかな段をなしており,凸 面は玉縁部まで平行条線の叩きがみられる。凹面は磨

滅がはげしいが布目痕を残す。胎上には細砂を含み,焼成は軟質,暗灰色を呈する。 4の凸面

はやや大型の格子目叩きを玉縁端まで施し,玉縁の基部は横方向の強いナデを施している。凹

面は玉縁端まで布目痕が続いている。玉縁長は約 7物を測る。胎土は比較的精良で,やや軟質

の焼成である。全体に黒灰色を呈する。 5は玉縁長約 7働 を測 り,凸 面は細かい格子目叩きを

玉縁端まで施し,玉縁の基部は強い横方向のナデを施 している。凹面は荒い布目が玉縁端部ま

で続 く。胎土には砂粒を多く含み,焼成は堅緻である。色調は淡灰色を呈している。

行基葺丸瓦 (第 16図 )

1は全長37働 を測る。凸面は全体に磨滅がはげしいため調整ははっきりしないがナデを施 し

ている。凹面は全体に糸切 り痕ののち布目痕がみられ,両側縁は面取 りがされる。胎土には砂

粒を含み,軟質の焼成で灰褐色を呈する。 2は全長 29。 5働で,凸 面は全体に広口端から狭口端

に向って箆削りを施す。凹面は全体に布目痕が残 り,側縁は面取 りがなされている。胎土には

砂粒を多 く含みやや荒い。焼成は堅緻で淡灰色を呈している。 3は下半部だけの破片であるが

凸面は細かい格子目叩きが施され,凹面は日の細かい布目痕がみられる。砂粒を多く含む胎土

で焼成は堅緻,色調は灰色である。 4はややゆがんでいるが全長 32.5翻 を測る。凸面は縦方向

の縄目叩きののち縦方向の箆削りを施す。凹面は全体に布目痕を残し,両側縁および広口端縁

は面取 りがなされている。胎土には細砂を含み,焼成は軟質で暗褐色を呈する。

4)平瓦 (第 17図～第 20図 )

ほとんどの平瓦の凹面には布目痕が残っており,凸 面には各種の叩きがみられる。このうち

ナデにより叩き痕を消したものないしは無文の叩きののちナデによって仕上げたものが最 も多

く, その他には縄目 。平行条線・格子目をはじめとして 18種がみられた。特異な例 として凸面

全体に同心円叩きを施 したものがみられる。
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第 16図 丸 瓦 (2)
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縄目叩き (第 17図 1～ 4)

4種がみられ,出土量は無文のものについで多い。やや大型の荒い縄目をもつ厚さ約 3翻前

後の厚手のもの 1と やや日の細かい厚さ1.5働 前後の薄手のもの 2がある。いずれも側縁に対し

て斜め方向から叩いているものである。 2の縄目叩きをもつものには赤褐色を呈し焼成の堅緻

なものが目立つ。また, 1の叩きをもつもののうち凹面の布目が側面にまで続いているものが

みられる。 3は端縁に平行に縄目がみられるもの, 4は側縁に平行に整然と縄目が通るもので

ある。 3は厚手で焼成の良好なものが多く,4は やや軟質の焼成のものが目立つ。

平行叩き (第 17図 5・ 6)

平行条線文を施したもので 2種みられる。出土量はわずかである。 5は厚さ約 1.5翻 で焼成

は軟質,黒褐色を呈する。 6は平行条線の一部に横方向の条線が入 り,格子目状になっている。

薄手で焼成の堅緻なものである。

格子目叩き (第 17図 7・ 8,第 18図 9～ 16)

各種 とりまぜて 10種 ある。アは正方形に近い格子目をもち,焼成はすこぶる堅緻で一部に自

然釉のかかるものがある。 8は斜格子目文をもつもので,焼成は堅緻である。ア・ 8と も厚さ

約 1.5"の薄手のものである。 9は非常に細かい格子目をもち,布 目も細かい。厚さは約 1.2"

前後で,色調は淡灰色,胎土には砂粒を含み,焼成はや 軟ゝ質のものが多い。 9と 同じ格子目

叩きは軒平瓦 15にみられる。また,こ の叩 き目と類似するものに亀山焼の甕の胴部の叩き目が

あるが,最近の亀山焼の窯跡の調査により,叩 き目,布 日,胎土,焼成とも9と 酷似する瓦が

発見されている。 10は斜格子目の角がまるみをもっているものである。黒褐色を呈し,焼成は
(5)

軟質である。 9と 同様に亀山焼窯跡出土の瓦に類似するものがみられる。 11はやや大きい斜格

子目で,彫 りは浅い。全体に黒灰色を呈するものが多 く,焼成はやや軟質である。軒平瓦 5の

凸面にみられる叩きである。 12は さらに大型の斜格子目叩きで,胎土には砂粒を多く含み,焼

成は堅緻なものである。 13・ 14は大型の斜格子でいずれも焼成は良好,暗 灰色を呈している。

15は小片で全体のようすはわからないが斜格子を複線で描いている。茶褐色を呈し,焼成は良

好である。 16は斜格子の交点に横線の入ったもので,暗灰色を呈し,焼成は良好である。15～

16は いずれも凸面の表面に細かい砂粒が付着しており,叩 き板のllj離剤として撤かれたものと

思われる。なお 16・ 14に類似する斜格子叩き目は,和気町泉瓦窯跡,瀬戸町万富東大寺瓦窯

跡などから出土している。
(6)

同心円叩き (第 19図 17)

17は 凸面に同心円叩きをもつ特異なものである。この叩き目をもつ平瓦は今回の調査区から

全部で22点出土している。このうち全体のわかる例 (第 20図 ,図版16)に ついてみてみると,

狭端幅 20.5翻 ,広端幅推定 21.5",厚 さ1.3"～ 1.8御 を測る。胎土は精良で,焼成は堅緻で須

恵質を呈する。色調は凹凸面とも暗灰色で断面は紫灰色である。叩きの原体は円筒形状のもの

のようで,同心円は14条の円を重ね,直径は6.6御 である。彫りは浅く同心円の中心は扁在して
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第 18図  平瓦叩き(2)
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蠅
17

おり,円の中心より約 1.5働 ずれている。叩 きは凸面全体におよんでいるが,上半部はナデに

より消されている部分が多い。凹面は全体に細かい布目痕が残されている。第20図に示した も

のは,西 区瓦堆積層中から出土したものであるが,西 区瓦溜 りからも出土している。同心円

叩きをもつもののうち,軒平瓦 11に みられるように厚 さが 2.0"～ 2.8物 の厚いものと,1.0

翻～ 1.8動 の薄いものとに分かれる。厚手のものは全体に淡灰色を呈し,焼成はややあまい。

薄手のものは暗灰色で須恵質である。いずれも凹面全体に布目痕が残 り,布 目の細かいものが

0                        20cm

第 20図  同心円叩 き平瓦

目
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第 21図  鬼
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目立つ。

その他

18は凹面凸面とも糸切 り痕が残るものである。凹面には糸切 り痕のうえに布目痕がみられる。

色調は全体に茶褐色を呈し,胎土は精良,焼成は良好である。

5)その他の瓦類

鬼瓦 (第 21図 1～ 4,図版 16)

今回の調査区からは 4点出土 しているが,いずれも破片で全容をうかがえるものはない。

1は西区瓦溜 りから出土したもので,文様は範型でつくられている。厚さは約 4.5働を測る。

鬼瓦のどの部分にあたるかは明確でないが,図の上端の円弧をなす部分の側面が荒く削られて

おリアーチ型をなす鬼瓦の上部に近い部分ではないかと思われる。裏面は荒 く箆削りがなされ,

中央部分に向らで深さ約 2働 ほど粗 く壱Jっ ている。胎土には砂粒を含むが比較的精良で,焼成

はやや堅緻である。色調は淡灰色を呈する。

2も 同様に西区瓦溜 りから出土している。文様は範型でつくら,れ,型抜き後文様の細部をナ

デにより調整 している。厚さは約 4"を測る。図の左端側面はナデにより整形 されており,'鬼

瓦の側面の一部ではあるが, どの部分に相当するかははっきりしない。裏面は荒く箆削りがな

されており,図の下端にあたる部分は箆により菅Jり とられている。また裏面の一部に布目痕が

みられる。胎土は比較的精良で,焼成はやや堅緻,全体に淡灰色を呈し, 1と 酷似しており同

一個体の可能性 もある。

雁

-33-
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第 23図 文 字 瓦

5は西区瓦堆積層から出土したものである。鬼瓦の左下半部と思われる。文様については欠

落しているため不明であるが,文様区から一段さがって幅 7.5物の珠文帯があり,径 4.5"の 珠

文がならぶ。さらに外側には幅 2“の周縁がみられる。図の下端左は弧状に欠きとられ,ナ デ

によって整形され,右上は方形の一端のように箆によって欠きとられている。表面はナデによ

って調整され,裏面は全体に糸切りの痕跡が残る。厚さは 7物 を測る。胎土は砂粒を多く含み

非常に粗い。焼成はやや堅緻で,色調は暗灰色を呈す。

4は西区瓦溜 りから出土 している。上下は不明であるが鬼瓦の側の一部である。幅 7働の珠

文帯に径 4翻の珠文をならべ,外に幅 2.8翻 ,高 さ2働の周縁がめぐる。厚さは 5.5物を測る。表

面および側面はナデにより整形される。裏面は糸切 り痕が残るが,端から5。 5物 のところから内

に向って箆により深く菅Jり とられている。胎土には砂粒を多 く含み粗い。焼成は堅緻で,全体

に暗灰色を呈す。

雁振瓦 (第 22図 )

棟の最上を葺 く瓦である。玉縁部を含む約:の破片である。現存長 32.5働 ,玉縁長 3.8",厚

さ約 3物 を測る。凸面は縄目叩きののち横方向のナデ整形を施す。凹面は糸切 り痕をよくとど

め, その上に玉縁端まで続 く布目痕を残し, さらに一部に箆削 りを施す。凹面の端縁は大 きく

面取 りされている。玉縁部凸面は縦方向の箆削りにより整形する。胎土には砂粒を含むが比較

的精良で,焼成は堅緻である。色調は暗灰色を呈す。今回の調査区では10点出土している。

文字瓦 (第 23図 図版 15)

今回の調査では西区瓦堆積層中より1点のみ発見された。軒平瓦 12と同文異箔の軒平瓦の凹

面中央に書かれている。文字の一部がちょうど割れ口にかかっているため明確ではないがァレ刊

ないしはF天 』と読める。文字は箆先状の鋭い工具により描かれており,書 き順は左下方向の

はね→右下方向のはね→よこ一文字の順である。
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Ⅱ 土器類 (第 24図～26図,図版 17)

土師質土器,須恵器,陶磁器等がみられる。土師質土器は椀と小皿が中心である。須恵器は

いずれも甕の胴部の小片である。陶磁器には青磁小皿や備前焼・染付等がみられる。これらの

土器は,ほ とんどが西区より出土 しており,おおむね瓦溜 り,瓦堆積層,南 トレンチ最深部に

大
=Jす
ることができる。

西区瓦溜り出土の土器 (24図 )

土師質の椀 1～ 17,小皿 18～ 56,備前焼の灯明皿57～ 39,陶器灯明皿41,染付小杯42,お

よび瓦質の甕底部45な どがみられる。

土師質椀には,底部からゆるやかに立ち上がって体部で屈曲してやや外反ぎみに口縁部に至

り,外面には鈍い稜線をもち口縁端をやや肥厚させる口径が 10.1翻～ 13.0"の もの 1～ 6と ,

底部からゆるやかに内湾して斜め上方に立ち上がり,口 縁部は丸 くおさめる口径 9。 2働 ～ 10。 2

物のものア～ 9と がある。外面に鈍い稜線をもつ ものに比べ,稜をもたないものの方が全体に

口縁部の径は小さい。底部はいずれも貼 り付け高台でほとんどが断面三角形をなすが,断面が

台形をなし面をもつもの16も ある。また17は はっきりとした高台を もたない椀であるが底部

の外周はわずかに厚 くなっている。外面には粘土紐の巻き上げ痕がみられる。土師質小皿には

口径のやや大きいもの 18～ 20と 全体にやや小型のもの21～ 36がみられる。やや大型のもの

は口径 9.5翻～ 13.2働 を測 り,ゆ るやかに内湾しながらのび,口縁端は丸くおさめている。 19

には粘土紐の巻き上げ痕がみられる。色調はいずれも赤褐色を呈し,焼成はやや軟質である。やや

小型のものは口径 4.9翻～ 8.0翻 を測 り,短 く斜め上方に外反ぎみに立ち上がるもの21～ 28と

内湾ぎみに短 く立ち上がるもの29～ 56と がある。口縁端部はいずれも丸く仕上げている。器

表は内外面とも回転ナデを施す。底部外面は回転箆切 りの痕跡を残すものが多い。37～ 69は備

前焼の灯明皿である。非常に薄く,底部外面に回転箆削りを施すもの 37・ 38と ,内側に立ち

上がりをもつもの59が ある。いずれも口縁部の内面には煤が付着している。40は 備前焼の壺の底、

部である。外面は赤褐色に光沢をおび:内面はロクロロがみられる。底部外面には「 日」の窯印が

押されている。41は 陶器の灯明皿で内側に立ち上がりがみられる。42は染付の小杯で,胎土は

自色磁土である。45は瓦質の甕の底部である。全体に薄手のもので,体部外面は細かい格子目

叩きが施され,胴部内面および底部内面は回転ナデにより仕上げている。内外面とも黒灰色を

呈し焼成はやや軟質である。44は青磁の舟形状を呈す皿で,内面には弁状の文様を施している。

口縁部は内湾ぎみに立ち上がり,端部はやや肥厚 して丸くおさめている。釉は淡青灰色を呈し,

外底見込みを含め全体にかか っている。

西区瓦堆積層出土の土器 (第 25図 )

土師質の椀 。小皿がみられる。土師質椀 45～ 47は 底部のみの破片である。高台は貼りつけ

で断面は三角形を呈す力ヽ 46は やや外ヘホんばっている。土師質小皿48～ 59は小型の もので

底部から短 くやや内湾ぎみに立ち上がる。
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第 24図  西区瓦溜 り出土の土器
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西区南 トレンチ最深部出土の土器 (第 26図 )

45              48 層位確認のために掘った西区南 トレンチの今

回掘 り得た最深部の青灰色粘土層から出土した

ヒ_生≡甍
“
輸         49  土器である。土師質椀51～ 58,皿 59～ 64,鉢

65お よび須恵器甕胴部の破片66がみられる。

連 圭 ノ ″   ― l y 50  土師質椀のうち51～ 54は 内面に炭素を吸着
°
――十~~~~PCm     させたぃゎゅる黒色土器である。 51は底部から

わずかに屈曲しながら斜め上方に立ち上がる深

第 25図  西区瓦堆積層出土の土器 い椀である。口縁部は丸くおさめる。高台は貼 り

付けでわずかに外側へ広がる。内面はていねいに箆磨きが施される。外面は赤褐色を呈する。

52は底部の破片であるが,内外面とも箆磨きがなされる。高台は底 く貼 り付け高台である。外

面は赤褐色を呈する。55・ 54は内外面ともナデによって調整されている。 55。 56は 高くてし

っかりとした貼 り付け高台をもつ椀の底部で,内外面ともナデによって調整され,高台端部は

丸くおさめる。57・ 58は低い高台をもつ椀の底部である。59～ 64は いずれも底部からやや外

反ぎみに斜め上方に立ち上がる皿で,日縁端部は丸 くおさめている。底部はおおむね平底であ

るが, 64は底部中央付近で弓なりに上げ底となっているさまた59も わず力」こ上げ底 ぎみである。

ヽ ‐_輻輻
53

59

＼_~IL

＼こ:ゴ ノら
0           10cm

64

西区南 トレンチ最深部出土の土器

な二量≡玉亀5｀     57

ヽ 」 三 ゴ 田

ヽ上 43

第 26図
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いずれも内外面とも回転ナデを施 しており,61・ 62の底部外面は凹線状に強 くナデられている。

65は土師質の鉢で,口縁部は欠けているが,底部からゆるやかに湾曲して立ち上がり,口縁付近

で内側に稜線をもって屈曲している。体部は荒い刷毛目がみられ,体部下端には指頭圧痕が残

る。内面および口縁部付近は回転ナデを施している。66は須恵器の胴部の小片である。外面は

格子目叩きののち回転ナデ仕上げ,内 面には青海波文が残る。厚さは 1。 1“ を測る。

Ⅲ その他の遺物

鉄釘

出土した鉄釘は約40点 ある。このうち大部分は西区瓦溜りから出土しており,西区瓦堆積層

からもわずかに検出されている。

釘はいずれも破片のため全長の知れるものはないが,断面はすべて長方形を呈する。大きさ

によりおおむね 3種類に分けることができる。太さ10勧以上で,長 さも15働以上を測る大型の

もの 1・ 2,太 さ約 10筋前後で,長 さは約 10働位の中型のもの3～ 6,太 さは 10m以下で,長 さ

も10翻以下の小型のものア～ 19の 3種類である。形態は頭部が「丁」字型のものと「 ¬」型

のものとがあるが,小型の釘には,「¬」型のものが多 くみられる。

また軒平瓦 1の平瓦部凸面に残っていた釘は,頭部は欠けているものの現存長 10。 2翻,太 さ

10物 を■llり ,こ こにみられる中型の釘の大きさに相当する。これにより少なくとも長さ10勧 前

後の中型の釘は,瓦 を止めるための瓦釘に使用されたことがわかる。
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註 1.安養寺所蔵の軒瓦中にみられる。

註 2.玉井伊二郎『 吉備古瓦図譜』第 2集  1941年

註 3.註 2と 同じ

註 4 玉井伊三郎『 吉備古瓦図譜』第 1集  1929年                  .
註 5 岡山県教委による昭和58年度の山陽自動車道建設に伴う調査で出土している。未発表の資料であるが,県教委正
岡睦夫氏の御厚意により実見させていただいた。

註 6.岡本寛久「泉瓦窯跡・万富東大寺瓦窯跡」『 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』37岡山県教育委員会 1980年

第 3表 出土土器観察表

響胃 器   種 法 量 (勧 ) 形 態 ・ 成 形 手 法 の 特 徴 備 考

土 師 質 椀 口 径 H.4器 高 3.4
高台径 4.1高 台高 04

底部か らや ゝ横へ広が りぎみに上方へのび,体部でゆるく
屈曲する。口縁端部は丸 くおさめる。内・外面ともナデに

よる調整。高台は貼 りつけ。底の浅い椀。

胎土は精良。

内・外面茶灰色,断 面は黒灰色。
焼成は良好。

2

口 径 130 体部外面で肥厚 して稜線をもら,や ゝ内湾 ぎみに口縁部に
いたる。端部はや 尖ゝ りざみに丸 くおさめる。内外面とも

回転ナデを施す。

砂粒 を多 く含む。

内・外面は乳褐色,断面は黒灰色。
焼成は良好。

3

口 径 125 体部でゆるやかに屈曲する。口縁端部はや ゝ肥厚 して丸 く

おさめる。内面および外面上半は回転ナデ,外面下半はナ
デによる仕上げ。

細砂を含む。

全体に乳灰色～乳褐色。

焼成は良好堅緻。

口 径 12.2 やゝ外反 ぎみに口縁にいたる。端部は肥厚 し,丸 くおさめ
る。内外面とも回転ナデ。

細砂 を含む。

全体に明乳灰色。

焼成は良好堅緻。

5

口 径 H.0 体部でゆるやかに屈曲し,口 縁部にいたる。端部はやや肥
厚して丸くおさめる。内外面とも回転ナデを施す。

細砂を含む。

全体に暗乳褐色

焼成は良好。

6

口 径 101器 高 45

高台径 3.5高 台高 0.3

底部か らゆるやかに立 ち上が り,体 部でや ゝ屈曲 してや ゝ
外反 ぎみに口縁部にいたる。口縁端部はや 肥ゝ厚 し,丸 く
おさめる。外面には鈍い稜線 をもつ。内面は回転ナデ,外
面は回転ナデの ゝち荒いナデ仕上げ。高台は貼 りつけで ,

断面は先の丸い三角形 を呈す。

細砂を含む。

内・外面乳灰色 ,断 面は淡灰色。
焼成は良好。

7

口 径 102器 高 37

高台径 4.2高 台高 0.4

底部か ら口縁部にかけてゆるやかに内湾 して斜め上方へ立

ち上がる。口縁端部は丸 くおさめる。高台は貼 りつけで断

面三角形を呈す。内外面とも回転ナデを施す。

細砂 を含む。

全体に淡乳褐色。

焼成は良好。

8

口 径 9.2器 高 3.2

高台径 4.3高台高 0.2
底部か らゆるやかに内湾して口縁部にいたる。口縁端はや

や尖 りぎみに丸 くおさめる。高台は貼 りつけで断面はつぷ

れた三角形 を呈す。内外面とも回転ナデ調整。

細砂 を含む。

内・外面とも学L褐色,断 面は一部灰黒
色。焼成は良好。

9

口 径 9.6 ゆるやかに内湾 して斜め上方に立 ち上が り,日 縁端部は丸
くおさめる。内・外面とも回転ナデ調整。

1～ 3続の砂粒 を多 く含む。
全体に暗乳褐色。

焼成は良好。

高台径 6.8高台高 Q8 底部か ら内湾 して斜め上方へのびる。高台は高 くしっか り
している。内外面とも回転ナデを施す。

2続位の砂粒 を多 く含む。
全体に淡黄褐色。

焼成はや 軟ゝ質。

高台径 65高台高 08 高台は貼 りつけで,先端はや ヽ尖 っているo内 外面とも回
転ナデを施す。

細砂 を含む。

全体に明乳灰色。

焼成は良好。

高台径 4.7高台高 07 高台は貼 りつけで,断 面は三角形 を呈す。内面に重ね焼 き
の痕跡が残 る。内外面とも回転 ナデ。

胎土は精良。

全体に暗黄褐色。

焼成は良好。

高台径 4.3高台高 a6 高台は貼 りつけで,断面は三角形を呈し,つ くりは荒い。
内・外面は回転ナデを施し,高台部見込みはナデを施す。

細砂を含む。

内・外面乳灰色,断 面淡黒灰色。
焼成は良好。

高台径 4.0高台高 0.3 底部か ら湾由 して斜め上方へのびる。高台は貼 りつけで ,

稚拙な もの。内外面とも回転 ナデを施す。

細砂を含む。

内・外面暗乳灰色,断面淡黒灰色。
焼成はや ゝ軟質。

高台径 52高 台高 04 高台は貼 りつけで,断面は三角形 を呈する。内・外面とも
回転ナデを施す。

細砂を含む。

内・外面暗乳灰色。断面黒灰色。

焼成は良好。
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挿図
番号

器   種 法  量  (a) 形 態 ・ 成 形 手 法 の 特 徴 備 考

土 師 質 椀 高台径 5.8高台高 05 高台は貼 りつけで,断面は方形を里する。高台部はナデ仕
上げ。

細砂を含む

内面暗褐色,外 面乳灰色 ,断 面黒灰色。
焼成はや 軟ヽ質。

17

底部径 3.6 高台を もたない椀である。底部外周はわずかに肥厚する。

体部外面に粘土組巻 き上げ痕が残 る。剥落がはげしく調整

は不明。

細砂を含む。

全体に乳灰色。

焼成はや ゝ軟質。

土師質小皿 口 径 13.2 ゆるやかに内湾 して口縁部にいたる。端部は九 く仕上げる。

内外面 とも回転ナデを施す。や ゝ大型の ものである。

胎土は精良。

全体に赤褐色。

焼成はや 軟ゝ質。

口 径 12.6 や ゝ大型の ものである。ゆるやかに湾曲 して口縁部にいた

る。端部は丸 くおさめる。体部に粘土紐巻 き上げ痕が残る。

内外面とも回転 ナデを施す。

胎土は精良。

全体に赤褐色。

焼成はや 軟ゝ質

口 径 9.5 ゆるやかに内湾 して口縁にいたり,端 部は九 くおさめる。
内外面とも回転ナデを施す。

胎土は精良。

全体に赤褐色。

焼成は軟質。

口 径 72器 高 1.1
底部径 54

底部は平底で厚い。や 外ゝ反 ざみに短 く斜め上方へのびる。

底部外面は箆切りのゝちナデ。口縁部は内外面とも回転ナデ。底

部内面はナデによる調整。

細砂を含む。

全体に暗茶灰色。

焼成はや 軟ゝ質。

口 径 80器 高 1.4
底部径 5.3

底部よりや ゝ内湾して短 く斜め上方にのび,口 縁にいたる。

端部は丸 くおさめる。底部外面は箆切 り痕が残 る。日縁部

は内外面とも回転 ナデ。底部内面はナデを施す。

細砂を含む。

全体に乳褐色。

焼成は良好。

口 径 7.2器  高 1.3
底部径 5.8

短 くや 外ゝ反 ざみに口縁にいたる。端部は丸 くおさめる。

底は平底である。底部外面はナデ,口 縁部 と内面全体は回
転ナデを施す。

細砂を含む。

全体に暗乳灰色。

焼成はや 軟ゝ質。

口 径 6.6器  高 1.3
底部径 51

底部 より短 く斜め上方へのび,端 部は丸 くおさめる。
中央はや ゝふ くらみを もつ。底部外面はナデ仕上げ。

部および内面全体は回転ナデを施す。

部

縁

底

ロ

細砂を含む。

全体に茶褐色。

焼成は良好。

口 径 6.4器 高 1.4

底部径 4.9

平底の底部 よりや ゝ外反 ぎみにのび,端 部はや ゝ肥厚 して
丸 くおさめる。底部外面は箆切 り痕を残す。口縁部および

内面は回転 ナデを施す。

細砂を含む。

全体に手L褐色。

焼成は良好。

口 径 5.5器  高 0.9
底部径 4.6

器壁は厚 く,斜 め上方へのび,端 部は丸 くおさめる。底部
外面は箆切 り痕を残 し,口縁部か ら内面全体にかけては回
転ナデを施す。

砂粒を含む。

全体に暗乳褐色。

焼成は良好。

口 径 a8器 高 1.4
底部径 5.4

底部より斜め上方にのび口縁端部はやや外反 して丸 くおさ

める。底部外面は箆切 りの ゝらナデ仕上げ。日縁部か ら内

面にかけでは回転ナデを施す。底部はや ゝふくらみをもつ。

胎土は精良。

全体に暗茶灰色。

焼成は良好。

口 径 67器 高 1.0
底部径 5.6

や ゝ内湾 ぎみに口縁部にいた り,丸 くおさめる。全体に回
転ナデを施す。

細砂を含む。

全体に乳灰色。

焼成は良好。

口 径 7.2器  高 1.6
底部径 51

器壁はや 薄ゝ く,内 湾ぎみにのび端部は丸 くおさめる。内
面に箆描 きの沈線がみ られる。底部外面には箆切 り痕が残

る。口縁部外面と内面全体は回転ナデを施す。

細砂を含む。

全体に暗茶灰色。

焼成は良好。

口 径 7.6器  高 12
底部径 5.7

底部 より斜め上方にわずかに屈曲 して口縁にいたる。端部

は丸 くおさめる。底部外面には,箆 切 り痕が残 る。口縁部
と内面は回転 ナデを施す。

砂粒を含む

全体に暗乳灰色

焼成はや 軟ゝ質。

口 径 6.6器 高 1.3
底部径 4.7

全体に器壁は厚 く,や ゝ内湾 ざみに口縁にいたり,端部は
丸 くおさめる。口縁内外面は強い回転 ナデ,底部内外面は
ナデ調整を施す。

胎土は精良。

内・外面茶黒色,断 面茶褐色。
焼成はや 軟ヽ質。

口 径 74器  高 1.3
底部径 4.0

底部 よりゆるやかに内湾して口縁にいたり,端部は丸 くお
さめる。底部外面はナデによる調整 6口縁部および内面は
回転ナデ。

胎土は精良。

全体に暗赤褐色。

焼成は良好。

口 径 6.7器  高 17
底部径 5.3

口縁部は器壁が薄 くなって斜め上方へ立 ち上が り,端部は
九 く仕上げる。底部外面はナデでゆるやかにまるく仕上げ

る。口縁部および内面は回転 ナデを施す。

胎土は精良。

全体に赤褐色。

焼成は良好。

口 径 αO器 高 1.0
底部径 4.4

口縁部はや ゝ内湾 して斜め上方へのび,端部は丸 く仕上げ
る。底部は平底である。底部外面はナデによる調整。口縁

部および内面は回転ナデを施す。

胎土は精良。

内外面赤褐色。断面暗茶褐色。

焼成はや 軟ゝ質。

口 径 5.6器  高 09
底部径 4.8

口縁部は短 く斜め上方へ立 ち上がる。内面は回転ナデによ

り凹凸が目立つ。底部外面はナデによる調整。

胎土は精良。

全体に暗茶褐色。

焼成はや 軟ゝ質。
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響詈 器   種 法  量  (") 形 態 ・ 成 形 手 法 の 特 徴 考備

土師質小皿 口 径 4.9器 高 1.3

底部径 3.6

全体に小型で,口 縁部は斜め上方へ立 ち上が り,端 部は肥
厚 して丸 くおさめる。底部外面はナデによる調整。日縁部

および内面は回転ナデを施す。

胎土は精良。

全体に茶初色。

焼成は良好。

焼

皿

前

明

備

灯

口 径 10.6器 高 1.3

底部径 56
器壁は薄 くつ くられてお り,日 縁部はや ゝ内湾 ぎみに張 り
出す。体部下半か ら底部にかけての外面は回転箆削 り,口
縁部か ら内面全体は回転ナデを施す。口縁端部には煤が付

着する。

胎土は精良。

全体に暗茶褐色。

焼成は良好堅緻。

口 径 108器  高 15
底部径 58

器壁はきわめて薄 く,口縁部は内湾 して張 り出す。体部外
面下半か ら底部外面にかけては回転箆削 りを施す。口縁部

と内面全体は回転ナデ。日縁端部には煤が付着する。

胎土は精良。

全体に暗茶色。

焼成は良好堅緻。

口 径 104器 高 1.2

底部径 6.2

底部か ら短 くゆるやかに内湾 して口縁部にいたり,端部は
丸 くおさめる。内面に高さ 4調 の立 ち上が りを もら, 3ケ
所の切れ目を入れている。底部外面か ら体部外面にかけて

回転箆削 り,内 面は回転ナデを施す。

細砂を含む。

全体に暗茶褐色。

焼成は良好。

備 前 焼 壷 底部径 92 底部のみの破片。底部は上げ底にな っている。体部内面に

はロクロロが残 る。底部下面に窯印が押印されている。

胎土は精良。

外面赤褐色 ,内 面淡茶褐色。
焼成は良好。

陶器灯明皿 口 径 &5器 高 1.7
底部径 3.2

底部 より斜め上方に屈曲 してのび,口 縁にいたる。内面に
高さ 6熊の立 ち上が りを もち, 1ケ 所切れ目をいれる。口
縁部外面か ら内面全体にかけて灰色の釉をかける。底部外

面か ら体部外面にかけて回転箆削 りを施す。

胎土は精良。

全体に灰色を呈する。

焼成は良好。

染 付 小 杯 口 径 5.6器  高 3.1
底部径 23

底部 より内湾 して立 ち上が り,El縁部は外反する。胎土は
自色磁土で,図柄には家,松 ,鳥 などが描かれる。上釉は
青味を帯びた透明釉である。

胎土は精良。

白色,呉須は濃青色。
焼成は良好。

瓦 質 発 底部径 23.0 全体に薄手で,底部か ら屈曲 して斜め上方にのびる胴部 を
もつ。胴部外面は細かな格子目叩 きを施 し,内 面は回転ナ
デを施す。胴部下端か ら底部にかけてはナデによる整形。

細砂を含む。

内外面とも黒灰色,断面は灰色～黒灰色。
焼成はや 軟ゝ質。

青 磁 皿 口 径 15.8～ 9.9
器 高 4.0
高台径 9.4～ 49
高台高 08

舟形状を呈 し,内 面に弁状の文様を施す。高台は貼 りつけ
で,端部は面を もつ。底部か らゆるやかに内湾 して立 ち上
が り,端 部や ゝ肥厚 させて丸 くおさめる。釉は淡青灰色で
全体にかかる。

胎土は精良。

全体に淡青灰色。

焼成は良好堅緻。

土 師 質 椀 高台径 a9高台高 Q7 高台は貼 りつけで先端は丸 くおさめる。底部内外面はナデ
を施 し,高 台部外面は回転 ナデを施す。底部内面に重ね焼
きの痕跡が残 る。

細砂を含む。

全体に暗乳灰色。

焼成は良好。

高台径 6.2高 台高 07 高台は貼 りつけで,先端まで太 く丸 く仕上げる。器表が荒
れているため調整は不明。

細砂を含む。

全体に淡手L灰色ど

焼成は軟質。

高台径 3.8高 台高 Q6 全体にや ゝ小型の底部,高台は貼 りつけで断面三角形をな
す。底部内外面はナデ仕上げ。高台部は回転 ナデを施す。

細砂を含む。

内・外面明乳灰色,断面黒灰色。
焼成は良好。

土師質小皿 口 径 7.6 底部 よりや ゝ内湾 して口縁にいた り,端部は丸 くおさめる。
口縁部外面および内面全体は回転ナデ,底部外面はナデを
施す。

胎土は精良。

内外面赤褐色,断 面暗黄褐色。
焼成はや 軟ゝ質。

口 径 7.2器 高 1.3

底部径 4.2

全体に器壁はや ヽ厚 く,底部 よりや ゝ外反 ぎみに短 く斜め
上方へ立 ち上が り,端部は丸 く仕上げる。口縁部外面か ら
内面にかけては回転ナデ,底部外面はナデを施す。

砂粒 を多 く含む。

全体に淡乳灰色。

焼成は良好。

口 径 60器 高 09
底部径 5.0

底部は平底で,内 湾 ざみに短 く立 ち上が り端部は九 くおさ
める。口縁部外面か ら内面全体は回転ナデ,底部外面はナ
デを施す。

胎土は精良。

全体に赤褐色。

焼成は良好。

土 師 質 椀 口 径 14.1器 高 5.3

高台径 7.1高 台高 08
底部 よりや ゝ内湾 ざみに斜め上方に立 ち上が り,体部でわ

喜なモ辱電″[i見婦僧児1在盟辱:F嵩書な尋ス倉i颯
箆磨きのゝちナデを施す。体部外面は回転ナデ,底部外面
はナデを施す。内面は全体に炭素を吸着させ,黒色を呈す。

細砂を含む。

内面黒色,外 断面赤褐色。
焼成やや軟質。

高台径 7.0高 台高 0.6 底部より内湾 して斜め上方へのびる。高台は貼 りつけで断

面は三角形を里す。内面は箆磨 きの ゝち一部ナデを施す。

体部外面は荒い箆磨 きを施す。底部外面は回転ナデ仕上げ

内面は全体に炭素を吸着 させ黒色を呈す。

細砂を含む。

内面黒色,外断面手L赤褐色。
焼成はや ゝ軟質。

口 径 123 底部より屈曲して斜め上方へのび,端部はや 内ゝ湾して丸
くおさめる。体部外面から内面全体は回転ナデ,体部外面
下半はナデを施す。内面は全体に黒色を呈し,炭素を吸着
させる。

細砂を含む。

内面黒色,外面赤褐色,断 面茶褐色。
焼成は良好。
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図
号
挿
番 器   種 法 量 (ε

")
形 態 ・ 成 形 手 法 の 特 徴 備 考

土 師 質 椀 高台径 5.8高台高 Q9 底部 より内湾 して斜め上方へのびる。高台は貼 りつけで先

端は丸 くおさめる。内面はていねいなナデ仕上げ。体部外

面は回転 ナデ底部外面はナデを施す。内面は全体に炭素を

吸着 させ,黒色を呈する。

砂粒 を含む。

内面黒色 ,外 断面iソ L茶褐色。
焼成は良好。

高台径 78高 台高 1.2 高台は貼 りつけで,や 屈ゝ曲 して広がる高 くしっか りした
高台を もつ。全体に回転ナデを施す。

砂粒 を含む。

内外面手L灰 色,断 面淡灰色。
焼成は良好。

高台径 6.7高 台高 16 高台は貼 りつけで,高 くしっか りしてお り先端は丸 くおさ
める。全体に回転ナデを施す。

砂粒 を含む。

内外面乳白色,断 面淡灰色。
焼成はや ゝ軟質。

高台径 7.2高台高 1.1 高台は貼 りつけで,断 面三角形を呈 し,先端は九 くおさめ
る。外面は回転ナデ,内 面はナデを施す。

細砂を含む。

全体に赤褐色。

焼成は良好。

高台径 7.0高台高 07 高台は貼 りつけで,先端は丸 くおさめる。外面は回転ナス
内面はナデを施す。

砂粒を含む。

内面赤褐色,外断面乳灰色。
焼成はや 軟ゝ質。

土 師 質 皿 口 径 12.4器  高 3.0
底部径 80

底部 より斜め上方に立 ち上が り,口 縁部付近でや ゝ内湾す
る。端部はや 肥ゝ厚 して丸 くおさめる。や ゝ深めの皿で ,

底部はわずかに上げ底 ざみである。体部外 面か ら内面全体

にかけては回転ナデを施す。

細砂を含む。

全体に明赤褐色。

焼成は良好。

口 径 12.8器 高 2.1

底部径 94
底部よりや ゝ外反 ざみに斜め上方へのび,口 縁部は薄 くな
り,丸 くおさめる。体部外面か ら内面全体にかけては回転
ナデを施 し,底部外面は箆切 りの ゝらナデ仕上げを施す。
底は平底である。

砂粒 を含む。

内面赤褐色,外断面暗乳褐色。
焼成は良好。

口 径 112器  高 25
底部径 6.9

体部か ら口縁部にかけては斜め上方へほぼ直線的にのびる。

体部下端は強い回転 ナデにより凹線状に屈曲する。口縁端

部は丸 く仕上げる。底部は平底である。体部外面および内

面全体は回転 ナデを施す。底部外面はナデによる仕上げ。

砂粒 を含む。

全体に明赤褐色。

焼成はや 軟ゝ質。

底部径 68 底部か らや ゝ外反 ぎみに立ち上がる。体部内外面は回転ナ

デを施 し,外 面下端は凹線状に段をなす。底部は平底で ,
内外面ともナデを施す。

細砂 を含む。

全体に乳褐色～赤褐色。

焼成は良好。

底部径 70 平底の底部か ら外反 して斜め上方へ立 ち上がる。全体に回

転ナデを施す。

胎土は精良。

内・外面暗乳灰色 ,断 面淡黒灰色。
焼成は良好。

口 径 H.4器  高 21
底部径 7.0

体部か ら口縁部にかけてはや 外ゝ反 ぎみに斜め上方への0
端部はや 肥ゝ厚 して丸 くおさめる。底部は中央 よりで上げ

底になる。体部外面か ら内面全体にかけては,回転ナデを
施す。底部外面は箆切 り痕が残る。

砂粒 を含む。

全体に暗乳褐色～赤褐色。

焼成は良好。

土 師 質 鉢 底部径 96 底部 よりゆるやかに内湾して立 ち上がる。口縁部は欠落 し

ているが,日 縁部内面は外に屈曲 して稜線を もつ。体部外
面は回転ナデの ゝら,荒い刷毛目を施 し,下端は指頭圧痕
が残る。体部内面は回転ナデを施す。

砂粒を含む。

全体に暗茶褐色。

焼成はや 軟ゝ質。

須 恵 器 発 厚 さ 1.1 胴部の小片である。外面は格子目叩 きの ゝち回転ナデを施

す。内面は青海波文が残る。

細砂を含む。

内外面暗灰色,断 面暗紫灰色。
焼成は良好。
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第4章 ま と

岡山県下における古代寺院の調査・研究は,近年の発掘調査の増加とゝもに多くの成果があ

げられている。しかしながら,平安時代の寺院の調査例はきわめて少なく,奈良時代を中心と
(1)

する寺院の調査において断片的に平安時代の瓦が検出される程度である。浅原寺においても,

先学により研究がなされているものの, その実態は末だ明らかになっているとはいいがたい。
(2)

今回の浅原寺跡に対する調査は,安養寺会館建設にともなう事前調査で,面積 も約 70″とき

わめて小規模なものであったが,礎石や石積壇などの遺構をはじめとして,瓦溜 りおよび瓦堆

積層からは大量の瓦が検出された。

以下これらの遺構・遺物について,推測の域を出ないが,若干の補足を加えまとめとしたい。

遺構について

今回の調査で検出された遺構としては, 3個の礎石,瓦溜 り,石積壇とこれに伴 うと思われ

る溝 。敷石遺構 。円形土拡,そ して遺構そのものとしてはとらえられなかったが,瓦堆積層が

検出された。さらに西区の南・北 ドレンチでみられたように,谷状の堆積が西に向ってかなり

の傾斜で落ちこんでいるのが確認された。

まず, これらの遺構の時期的な前後関係については,最 も先行するものとして谷状の堆積が

あげられる。調査区周辺を地形図でみると,現在の安養寺の伽藍は,福山山頂からのびる支脈

の一つが,寺の背後で南に向って 2つに分かれた尾根のちょうど間にはさまれた位置にあるこ

とがわかる。現在の阿弥陀堂や本堂などの伽藍が建っている場所は平坦で,庫裏の東:今回の

調査区あたりからわずかに高くなっている。

一方, この平坦地の北の山側は大きく削平されており,山側を削平し谷を埋めながら平坦地

を次第に広げていったことをうかがわせる。このように考えると,今回西区南・北 トレンチで

確認された西に向って傾斜する土層は,平坦地を拡張するために谷を埋めていった土が谷に向

って傾斜しているものと解することができる。そして,それは南 トレンチの最深部で出土した

土器などから,お そらく平安時代後期頃に埋められ,伽藍の敷地を拡張していったものと考え

られる。

谷が埋められてからのち, その上に大型の礎石をもつ建物が建てられる。すなわち西区石積

壇東に残されていた 2個の礎石である。今回の調査区は非常に小規模であったため, この 2つ

の礎石が同一の建物に使われていたものか,あ るいはどちらの方向に広がる建物であるのかは,

必ずしも明確ではないが,礎石の規模や上面での高さがほぼ等しいことなどから, これらは同

じ建物の礎石であると考えられ,そ して,東区で礎石あるいは礎石抜き取 り穴等の遺構が全く

検出されなかったことから,建物は西方に広がっていたものではなかったかと推測される。

め
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一方, これらの礎石の西側,石積壇の下には軒瓦をはじめとして多 くの瓦片が含まれる瓦堆

積層が広がっている。この瓦堆積層と前述の礎石との前後関係については,南 トレンチでみた

ように互いに石積壇の溝によって切 られており,両者の直接の切り合い関係は不明である。し

かしながら瓦堆積層中の瓦片は,軒平瓦 1にみられるように瓦釘がついたま 残ゝ っているなど残

存状況が良好なものが多いことを考え合わせると, 2次的に他から持ってきて廃棄したとは考

えにく ,ゝ東側の礎石の建物が廃絶した時の瓦が堆積したものかも知れない。これらの遺構の

時期については,出土瓦・土器等から鎌倉末から室町にかけての頃と考えられるが,こ れを直

接『 備中誌』
′
の中の福山合戦による伽藍の焼失と結びつけることは,同誌の中に「是より再興

昔の様にならね共 度々造立有」とあるように,今回の調査のみで限定することは困難である。

次に石積壇と溝,そ して敷石遺構 。円形土拡については,一連の遺構と考えられる。このう

ち敷石遺構の東に接してある円形土拡中からは,桟瓦が検出されており,江戸時代に入ってから,

現在の安養寺の伽藍が建てられる享保二年 (1717年 )以 前の遺構で,庫裏の一部ではないかと

考えられる。そしてこれらの遺構を覆うようにある瓦溜 りは,享保二年に現在の安養寺の伽藍

を建てるに際して,整地の意味を兼ねて一時に瓦を廃棄したものではないだろうか。

このように今回の調査では,浅原寺の倉J建に直接関係するような遺構は検出されなかった。

しかしながら,安養寺経塚群の第 3経塚から出土した瓦経願文中にみられるように,す くなく

ともH世紀後半頃には,近 くに安養寺と称する寺が存在したことが考えられ,そ して安養寺が

後の記録に出てくるように浅原寺の子院であったとすれば,浅原寺の本坊があったこの地にす

でに何 らかの伽藍のあったことは充分に考えられる。また,現在安養寺に所蔵されている毘沙

門天や吉祥天の仏像群がいずれも12世紀頃につくられたものであること,あ るいは F源平盛衰
(3)

記』に記されているように備前に配流になった藤原成親が治承元年 (1177年 )頃 にこの寺で出

家受戒したことなどを考え合わせると,浅原寺は平安時代後期頃を中心に最 も隆盛を誇ってい

たものと考えられる。

遺物について

遺物については第 3章に示 したように,西区瓦溜 りと瓦堆積層から軒瓦を含む大量の瓦類が

出土し,そ の他土師質土器や鉄釘などがみられた。

出土遺物の中で,まず軒瓦については,軒丸瓦 12種 ,軒平瓦 18種があり,こ れらのうち以前

から紹介されていたもの (軒丸瓦 1・ 5。 4・ 5,軒平瓦 1・ 3・ 6。 11・ 12・ 17)も 含まれるが,既往の資
(4)

料には未見であった軒瓦 も多くみられた。

岡山県内においては,平安時代の寺院跡の発掘例が乏しく,軒瓦について同箔あるいは類似

する文様構成をもつものを検索するのはなかなか困難である。しかしながら今回出土 した中

でわずかではあるが平安京内で出土している軒瓦と同文あるいは,類似した文様をもっている

ものがある。まずそれらについてみてみる。

半裁花文を中心飾 りとする軒平瓦 2ないし3については京都の得長寿院跡から同文のものが
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出土 してい る。 これが軒平瓦 2で あるのか 3で あるのか
(5)

は,瓦当脇区部分まで残っていないので拓本でみるかぎ

りは, どちらであるのか不明である。得長寿院は京都市

左京区岡崎のいわゆる六勝寺に隣接しており,延勝寺の

北,尊勝寺の西方にあたる位置にあったとされる。F中右

記』によれば長承元年 (1132年 )二月九日「今日自河千

僣瑠音堂供養習證,堂信曽管戸中央間安置丈六正観音像

・・・」とあるように得長寿院千彊観音堂は1132年に造

られ,堂は備前権守が造営したとされている。しかし,

::堡曇「「 撃[1醤l主[F醤層置』1

云用 とあり,すた F吉記
ど)こ
も同様のことが記されてお

り,1185年には地震により堂は倒壊したようである。こ

のように得長寿院の存続は12世紀のうちに限定すること

ができる。したがってここから出土しているとされる瓦

と同文の軒平瓦 2お よび 6はおゝむね12世紀前半～中頃

にかけてのものと考えてもよかろう。

この軒平瓦に対応する軒丸瓦については,今回の出土

例の中ではみあたらないが,「岡山市神力寺跡 (備前一ノ

宮神宮寺),賞田廃寺や総社市備中国分寺あるいは備中安

養寺等で出土しているいわゆる新羅系の軒丸瓦が平安宮  9   'Cm

跡や自河の得長寿院跡か ら出土 した ものとよく似ており, 第28図  安養寺所蔵の軒丸瓦拓影

これ らが備前国内の瓦窯で生産 されたものと推定 され る。」 とい う指摘がある。
(9)

ここでい う新羅系の軒丸瓦 とは文献中には図示 されていないが,お そらく第28図 に示 した安養

寺所蔵の軒丸瓦の うちの 2に あたるものと考えられ る。そのであるとすると,軒丸瓦 2・ 3と

第28図 2の宝相華軒丸瓦 とも同じ得長寿院跡か ら出土 し,文様の表出の方法あるいは胎土など

も類似 していることか ら, これ らをセ ットとしてとらえて もよいのではなかろうか。

次に,主茎の先端が蕨手状に分岐する唐草文をもつ軒平瓦 5と 同様のモチーフをもつものが,

平安宮民部省跡か ら出土 している。この瓦は瓦当右半部のみの破片で中央部分は不明であるが ,
l10

11世紀末か ら12世紀前半頃の ものとされている。また岡 山県内で も軒 平瓦 5と 酷似する例が
llll

知 られている。御津郡馬屋下村福谷 (現岡山市一宮町)の本蔵神社出土の軒平瓦である。これ
lla

は軒平瓦 5と ほとんど同じ文様構成を もつが,第 1単位の上方に反転する蕨手がみ られない も

のである。 .

このほかの軒瓦については,時期的に明 らかな ものはないが,文様の構成等か ら,軒丸瓦 1
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および軒平瓦 1な どは,今回出土の軒瓦の中では最 も古式に属するものと思われ,先にあげた

2例 よりは若干先行するものかも知れない。

また軒丸瓦 2～ 5,軒平瓦 6～ 12については,お むゝね平安時代末から鎌倉時代初め頃のも

のと思われる。このうち軒平瓦 7～ 11は半載花文を中心飾 りとし,唐草を左右に反転させたも

のであるが, このようなモチーフをもつものは平安京内で多く出土しており,お そくとも11世

紀後半までに讃岐系瓦屋で出現し,12世紀前半に播磨系瓦屋でも採用されており,これらの瓦

当文様の系譜は鎌倉時代にも受け継がれるという指摘がなされている。軒平瓦 7～ 11に 類す
llЭ

る軒平瓦は県内の寺院あるいは窯跡からの発見例をみないが,讃岐系・播磨系瓦屋にみられる

ものとも製作技法等において若干異なるようである。
lll

軒丸瓦 4・ 5については,剣頭文状の花弁を四葉配するもので, これに類似するものが,総

社市新山廃寺から出土している。文様はや 硬ゝ化しているがよく似たモチーフをもっている。
llD

新山寺は標高 400″ の山上にあり,浅原寺と同様平安時代から中世にかけて栄えた寺であるが,
ao

出土瓦等についてはわずかに知 られているのみである。

軒丸瓦 7～ 12はいずれも右巻の三巴文をもつものである。軒丸瓦 8な どは長くのびた尾をも

つが平安時代まで遡 り得るものではなかろう。

また軒平瓦 13の平瓦部凸面には,細かい格子目叩 きが施されているが,これはいわゆる亀

山焼の窯跡から発見される瓦や甕に施された叩き文様に共通したものがみられる。亀山焼の瓦

についてはなお不明な点が多く,今後の資料の増加をまちたい。

軒丸瓦 11・ 12お よび軒平瓦 16～ 18に ついては江戸時代に含まれるものと考えられる。

次に浅原寺跡出土の平瓦についてはいずれも一枚づくりのものと考えられ,凸面の叩き目に

は,無文のものをはじめ,縄 目,格子目などがみられた。その中で特異なものとして凸面全体

に同心円叩きを施したものがある。これには,薄手で非常に焼きの堅緻な須恵質のものと,厚

手でやや焼成のあまいものの 2種がみられた。このうち,厚手のものは,軒平瓦11の平瓦部と

同様のもので軒平瓦用に作 られたものかも知れない。

平瓦に同心円叩きをもつものは各地で知 られているが,こ れには 2種類ある。ひとつは,平

瓦の凹面の広端近 くに横方向に連続して残 っているもので,桶巻作 りにおいて粘土円筒を桶か

らはずしたのち広端部の「補足の叩きじめ」として内面に同心円文の当板をあてがってさらに

叩きしめたもの。もうひとつは同心円文当板をあきらかに叩板として使用 したものとである。
llη

前者には,福岡県大浦 2号窯跡 。大分県法鏡寺跡・山口県周防国府跡などか ら出土 した瓦が
l10              1191                10

あり,後者には東京都瓦尾根瓦窯跡 。大分県伊藤田瓦窯跡出土の ものなどが知 られている。
lll                  10

今回出上の同心円叩 きをもつ平瓦は,あ きらかに当板を叩 き板 として使用 した もので,瓦尾

根瓦窯跡 。伊藤田瓦窯跡出土の ものに近い。

瓦尾根瓦窯跡出土の ものは,薄手の瓦で,凸 面全体に同心円叩 きを施 したものと凸面に縄目

叩 きとともに同心円叩 きを施 した ものがある。これ らの瓦を焼いた窯は 10世紀前半頃に操業 し
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たものとされてい
品
。伊藤田瓦窯跡出土のものは,厚さ約 1鍬程度で須恵質を呈し,凸面全体

に同心円叩きが残るものと,一部を擦消し数条の凹線を施したものがみられる。これらは奈良

時代のものとされてい島。
この 2例はどちらも窯跡から出土したもので,平瓦に同心円叩きが施されることについて,

須恵器工人との深いつながりが指摘されている。今回浅原寺跡から出土した瓦類については,

焼かれた窯を知 り得るものはないが,わずかに平瓦にみられる格子目叩きが亀山焼の窯跡出土

の平瓦と酷似しており,浅原寺跡から出土する瓦の一部が亀山焼の窯で焼かれたものである可

能性 も考えられる。そうすると外面に格子目叩き,内 面に同心円文をもつ甕を特徴とする亀山

焼において,あ るいは平瓦の製作に際して叩きの原体として同心円文をもつ当板が使われたこ

とも考えられるのではなかろうか。今後の資料の増加を待って検討したい。

今回の調査で出土した土器類については,椀・小皿を中心とする土師質土器が最 も多くみら

れたが,その中で西区南 トレンチでは内面に炭素を吸着させた内黒の黒色土器 51～ 54が 出土

した。51は 内面を箆磨 きののちナデ,52は内外面とも箆磨き, 55・ 54は内外面ともナデを

施している。黒色土器のうち内面にのみ炭素を吸着させるものは, 8世紀後半頃からみられ,

11世紀前半頃までは存在するとされ
ふ
。また,少 し遠方になるが広島県福山市ザブ遺跡から類

似した内面黒色の土師器が,土師質椀・緑釉陶器・灰釉陶器などに伴 って出土しており,H世

紀頃に比定されてい
ぅδ
今回出土の内面黒色土器についてはなお検討を要するが;お ゝむね平

安時代後期のものとしてとらえておくにとどめたい。なお,そ のほか西区瓦溜 りからは,近世

の陶磁器に混っていわゆる早島式土器の椀が出土している。

今後の課題            ‐

前述のように,今回の調査においても浅原寺について解明されたのはわずかであり,そ の創

建についても知 り得るものはなかった。また,平安時代末以降についても決して明らかになら

たとはいいがたい。

浅原寺周辺の山々には俗に浅原千坊といわれるように多くの寺坊があったことが知 られてい

る。実際にどの程度のもので●ったかは知るよしもないが,F吉備郡誌』によれば字名などか ら

23の寺坊があったことが確認されている。今後,浅原寺のみでなく周辺の寺坊を含めた総合

的な調査が必要であろう。

出土瓦については,浅原寺に使われたものと同文の瓦が平安京でも出土していることが確認

され,ま た今回は出土を見なかったが安養寺蔵の単弁八葉蓮華文軒丸瓦 (第28図 5)は京都

円勝寺・広隆寺あるいは讃岐龍燈院・阿波極楽寺等から出土 しているものと酷似 している

という。平安京への地方窯からの瓦の供給については多 くの研究がなされ,讃岐・播磨・丹波

などについては, しだいに明らかにされつつあ
aが
しかしながら,備前・備中についてはわず

かながら在地の寺院で使用された軒瓦と同範あるいは同文の関係にあるものが平安京内で発見

されるということはあるものの,そ れらへ供給した瓦窯は末だ発見されていない。それらの瓦
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窯の発見とともに,中央と地方あるいは地方寺院どうしの瓦の供給関係をまず明らかにするこ

とが急務であろう。
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註la 藤井駿「俊乗房重源遺跡の研究」『 岡山史学』第13号  1963年
註 1■  佐原真「平瓦桶巻作り」『 考古学雑誌』 58巻 2号  1972年
註1& 小田富士雄・柳田康雄「野添。人浦窯跡群」『 福岡県文化財調査報告書』第43集  1970年
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図版 1

1.浅原寺跡遠景 (南から)

2.浅原寺跡遠景 (南から)



図版2
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1.調査区調査前全景 (JL東から)

2.西区瓦溜り全景 (南から)



図版3

1.西区瓦溜り(南から)

2.西区瓦溜 り(北から)



図版4
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図版5

1.調査区遺構面全景 (北西から)

2.調査区遺構面全景(北西から)



図版6

1.西区遺構面全景 (南から)

2.西区石積壇検出状況(東から)



図版7

西FX_石積壇・礎石検出状況(南から)

■

2.西区石積壇・溝遺物出t状況(東から)



図版8

1.西区南側礎石検出状況(東から)

2.西区敷石遺構検出状況(JLか ら)



図版9

1.西区瓦堆積層軒九瓦 1出 土状況

2。 東トレンチ北壁断面 (南から)



図版 10

1.西区南トレンチ全景 (北から)

颯

2.西区南 トレンチ全景 (lL西から)



図版 11

1.西区南トレンチ南壁断面 (Jしから)

2.西区南 トレンチ調査風景 (西から)



図版 12

1.西区北 トレンチ /ft景 (lL西から)

2.西 lX JLト レンチ南壁断面 (lLか ら)



図版 13
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図版 14
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図版 15
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図版 16

平瓦・鬼瓦・鉄釘



図版 17
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